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　昨年に続き、2度目の緊急事態宣言が発出されました。感
染者は増え続け、変異種が複数確認されており、医療現場は
ひっ迫しています。
　医療崩壊が起これば、助かる命が救えなくなります。そういっ
た状況を防ぐため、私たちは意識を高め、これまで以上に感染
予防対策を徹底し、この難局を共に乗り越えてまいりましょう。
　その先には必ず明るい未来が待っています！

羽曳野市長羽曳野市長    山山
や ま の はや ま の は

入端入端 創 創

　令和 3 年1月13 日、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、緊急事
態宣言が発出されました。市民の皆様におかれましては、感染拡大の防止に
ご協力をお願いします。
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音声版「声の広報」は市ウェブサイトから
ダウンロードできます。
QRコードはデンソーウェーブの登録商標です。
●今月の表紙
　これまで新型コロナウイルス感染症対策
にご理解とご協力をいただき、心より感謝
申し上げます。ご自身と周りの大切な人た
ちの健康を守るため、今一度「心を 1 つ」
に収束に向かって進んで行きましょう。
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面積…26.45k ㎡
人口…110,106 人（前月比± 0）
　男…  52,352 人
　女…  57,754 人
世帯…  50,589
　（令和 2 年 12 月 31 日現在）

市章は “羽” の文字を抽象的に図案化し、
シンプルに表現したもの。鳥のはばたきの
ような市の雄飛と発展性を示しています。

羽 曳 野 市

新型コロナウイルス感染症
緊急事態宣言について

1. 外出・移動
　不要不急の外出や移動は自粛すること。特に、20 時以降は徹底すること。
※医療機関への通院、食料・医薬品・生活必需品の買い出し、必要な職場への出勤、屋
外での運動や散歩など、生活や健康の維持のために必要なものについては対象外とする。

2.イベントの開催
　規模要件（人数上限等）を設定し、要件に沿った開催を徹底すること。
※人数上限 5,000 人かつ収容率 50％以下、飲食を伴わないこと。

3. 施設の使用制限
　飲食店等に対する営業時間短縮（5 時～20 時）を要請。ただし、酒類の
　提供は11時～19 時までとする。飲食店以外の施設についても、同様の
　働きかけを行う。
※飲食店（居酒屋・喫茶店等を含み、宅配・テークアウトサービスは除く）

4. 職場への出勤
　「出勤者数の7 割削減」を目指し、在宅勤務（テレワーク）や時差出勤、　
　ローテーション勤務等を推進すること。事業継続に必要な場合を除き、
　20 時以降の勤務抑制をお願いします。
※職場においては、感染防止のための取り組みや3 密の回避を徹底すること。さらに、
職場や店舗等に関して、業種別ガイドライン等を実践するよう働きかけること。

5. 学校等
　一律に臨時休業を求めるのではなく、感染防止対策を徹底すること。大学
　等については、オンライン授業の効果的実施等により学修機会を確保する
　こと。
※部活動や課外活動、学生寮における感染防止策、懇親会や飲み会などについて、学生
等に注意喚起を徹底すること。部活動における感染リスクの高い活動は自粛すること。

緊急事態措置の実施期間は令和 3 年 2 月7日まで（令和３年１月13 日現在）
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令和 2 年度 第 24 回
公開シンポジウム

　現在、869 件の文化遺産がユネスコによる世界遺産として登録されています。一昨年、百舌鳥・古市古墳群も、
無事にその仲間入りを果たしました。コロナ禍による困難な時代である今こそ、改めて世界から見た古墳群の価
値や魅力について考え、次代に伝えていく意義や希望を見いだしたいと思います。世界遺産に対する考古学的・
観光学的知見から、あるいは地域に即した視点から話題を提供して頂きます。

開会挨拶 13:00　四天王寺大学 学長 岩尾洋
オープニング 13:05　学生プレゼンテーション
第1部 基調講演 13:30　

「世界の眼で見た百舌鳥・古市古墳群」松木武彦
第 2 部 話題提供① 14:45　
森嶋俊行（四天王寺大学人文社会学部講師）
第 2 部 話題提供② 15:05
伊藤聖浩（羽曳野市世界遺産・文化財総合管理室）
第 3 部 ディスカッション 15:40　
＜シンポジスト＞
松木武彦、森嶋俊行、伊藤聖浩
閉会挨拶 16:25　羽曳野市長 山入端創
＜総合司会＞
須原祥二（四天王寺大学人文社会学部教授）

 「世界から見た百舌鳥・古市古墳群」
主催　羽曳野市、羽曳野市教育委員会、四天王寺大学・同大学短期大学部

【申込先・問合せ】
四　天　王　寺　大　学
四天王寺大学短期大学部
〒 583-8501羽曳野市学園前 3-2-1
☎ 072-956-3345

エクステンションセンター2 月 27 日（土）2 月 27 日（土）
13:00 ～16:3013:00 ～16:30

会 場会 場
四天王寺大学大講堂四天王寺大学大講堂

基調講演 「世界の眼で見た百舌鳥・古市古墳群」
 松木 武彦（歴史学者・考古学者・国立歴史民俗博物館教授）
　百舌鳥・古市古墳群は、世界の先史・古代モニュメントのどの
ような系統に属し、いかなる個性をもっているのか。日本列島の古
代国家形成の第一歩となった巨大古墳を通じて、その歴史的特質に
迫りたいと思います。　

【参加費】無料
【定員】300 人（事前申込必要（先着順）／手話通訳あり）
【申込方法】 往復はがきまたはウェブサイトよりお申し込みください。
1. 往復はがき
　往信用に次の必要事項を記入
　●「公開シンポジウム希望」と明記　
　●郵便番号・住所・氏名・年齢・性別・電話番号・メールアドレス
　※複数でのお申し込みは、連名でご記入ください。はがきは入場整理券として返信しますので、　
　　返信用の表書きにも申込者（代表者）の住所・氏名をご記入ください。
2. ウェブサイト： https://www.shitennoji.ac.jp/ibu/exten/
※本講座は、新型コロナウイルス感染症防止対策を講じて開催いたします。また、感染拡大の
状況により、一部変更または中止となる可能性があります。

大阪府立懐風館高等学校  ☎ 072-957-0001
〒583-0847 羽曳野市大黒 776

（近鉄南大阪線「駒ヶ谷」駅から南西1.3km）
問合せ

大阪府立懐風館高等学校大阪府立懐風館高等学校
～羽曳野市内唯一の高等学校～～羽曳野市内唯一の高等学校～

部活動 ～豊かな自然と充実した施設を生かして～
【運動部】 硬式野球、サッカー、硬式テニス、ソフトテニス、
バスケットボール、バレーボール、ダンス、バドミントン、陸
上競技、水泳、剣道、クライミング、卓球、トランポリン

【文化部】 吹奏楽、軽音楽、美術、書道、茶道、理科研究、
天文、写真、サブカルチャー研究

詳しくはウェブサイトをご覧ください。「懐風館高校」で検索

～個別説明会～
2 月末までの平日放課後または休日において実施します。
ただし、事前にお問い合わせのうえ日時をご予約ください。

～個別説明会～
2 月末までの平日放課後または休日において実施します。
ただし、事前にお問い合わせのうえ日時をご予約ください。

 部活動  特集！

公式戦の会場として使用される広いグラウンド！公式戦の会場として使用される広いグラウンド！

≪硬式野球部≫≪硬式野球部≫
一昨年の秋季大会では 5 回戦
進出、ベスト16という好成績！
選手として甲子園出場経験のあ
る監督のもと、技術の向上はも
ちろん「野球を通じて社会で活
躍できる人間」の育成をモット
ーに活動しています！

≪男子バスケットボール部≫≪男子バスケットボール部≫

懐風館高校には体育館が2つあります！そのため練習もたくさんでき
る！体育館の割り当てのない日は、自然豊かな学校周辺のランニングや、
ウェイトトレーニングルームを利用して身体作りをしています！
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　■ 令和 3 年度　子育てのための施設等利用給付の新規申し込み受付について

　令和 3 年 4 月より、3 歳から 5 歳（0 歳から 2 歳までの住民税非課税世帯）の子どもで、未移行の幼稚園、
認可外保育施設、一時預かり事業、預かり保育事業、病児保育事業、ファミリー・サポート・センター事業を利
用するまたは利用予定の子どもは施設等利用給付認定の申請を行い、認定を受けることにより幼児教育保育無償
化の対象となります。

【申請方法】
●こども課または通園している施設より案内等を配布しますので受け取ってください。
※羽曳野市より案内等を配布していない施設もありますのでその際はこども課にてお受け取りください。
●申請書等の提出および提出期限
　①未移行の幼稚園に通園し、預かり保育を利用しない子ども
　　→通園している幼稚園　　提出期限：幼稚園へご確認ください。
　②未移行の幼稚園に通園し、預かり保育を利用する子どもおよびその他の施設を利用する子ども
　　→こども課　　　　　　　提出期限：令和 3 年 3 月12 日㈮まで

幼児教育保育無償化のご案内

■ 令和 2 年度　羽曳野市実費徴収に係る補足給付申請について
　羽曳野市内に住所を有する者で、子どもが未移行の幼稚園に通っており、下記に該当する保護者は、幼稚園に
支払った給食費のうち副食費（おかず・おやつ等）相当額が月額 4,500 円まで補助されます。
※実際に支払った副食費相当額（月額）または月額上限額 4,500 円のいずれか少ない金額

【対象者】
⑴世帯（父母など）の市町村民税所得割課税額の合計額が77,101円未満である場合（年収360万円未満相当世帯）
※令和 2 年 4 月分から 8 月分までについては、平成 31年度の市町村民税所得割課税額
※令和 2 年 9 月分から令和 3 年 3 月分までについては、令和 2 年度の市町村民税所得割課税額
⑵世帯の所得にかかわらず、小学校 3 年生以下の子どもから数えて、対象園児が第 3 子以降の場合
⑶生活保護世帯や里親等の市町村民税非課税に準ずる世帯に該当する場合

【申請方法】
●提出物　①「羽曳野市実費徴収に係る補足給付申請書（償還払い用）」　　②「副食材料費の領収書」
　　　　　③「市町村民税課税証明書」※平成 31年1月1日および令和 2 年1月1日時点で羽曳野市外に在住の方のみ
●提出先　こども課
●提出期限　令和 3 年 3 月 31日㈬ 【問合せ】こども課 教育保育給付担当

■■ 新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ■■

市内の発生状況（令和 3 年 1 月 14 日時点）

累計
【大阪府の報道発表資料をもとに作成しています。】
※11月16日㈪から公表の内容が変更されました。
※最新情報はウェブサイトをご覧ください。  
■ ■ 問問問問 災害対策課

新型コロナ総合相談窓口
■■受受■■付付   問問平日 9:00 ～ 17:00　☎ 072-947-0112（直通）

【新型コロナウイルス感染症に係る「傷病手当金」の
　　　　適用期間延長（令和 3 年 3 月 31 日まで）】
　令和 2 年６月号および 10 月号広報でご案内した「傷病手
当金」の適用期間が「令和 3 年 3 月 31 日まで」延長とな
ります。傷病手当金の受給には申請が必要です。事前に電話
でお問い合わせください。申請に必要となる申請書等をご案
内します。
■ ■ 問問問問 保険年金課国民健康保険給付担当・後期高齢者医療担当

国民健康保険の被保険者・後期高齢者医療の被保険

中止となったイベントなど（定例実施）
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催を
見送らせていただくこととなりました。
●第 34 回石川クリーン作戦
■ ■ 問問問問 環境衛生課・下水道建設課

　新型コロナウイルスに関連する情報については、
市ウェブサイト（新型コロナウイルス感染症に関す
るお知らせ）をご覧ください。
※右図の QR コードよりアクセスできます。

市役所　☎ 072-958-1111

271
　大阪府にて、新型コロナウイルス感染症の再拡
大防止に向けて、令和 3 年 1 月 14 日から 2 月
7 日の 25 日間、営業時間短縮要請に全面的にご
協力いただける飲食店等に対し、新たに協力金を
支給いたします。
■ ■ 問問問問（仮称）大阪府営業時間短縮協力金に関するコールセンター
☎ 06-6210-9525（9:00 ～ 19:00）（㈰及び㈷を除く。）
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■プログラム紹介

はじめての方も、経験のある方も運動のきっかけづくりと継続へ

健康づくり・介護予防のため、ミズノが独自に開発した“ラララサーキット”に加え新しいプログラムが登場!

■プログラム・スケジュール表 ＜4月1日㈭スタート＞ （プログラム①～⑧は65歳以上の方対象、⑨～⑯は40歳以上の方対象）

⑮骨盤体操＜骨盤底筋＞
老
化
と
共
に
低
下
し
や
す

い
骨
盤
底
筋
に
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す
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⑯ノビ伸体操
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ュ
ー
ブ
を
使
っ
て
骨
格

筋
を
鍛
え
、
筋
力
ア
ッ
プ

を
目
指
し
ま
す
。

⑬コツ骨体操

2021年4月期（4月～6月）
費用無料受講生募集

申込方法  LICウェルネスゾーンに来館申込  ※代理可・電話不可
　　　　 ・多数の場合は抽選　・おひとり様一口のみ
　　　　 ・受講の決定は3月10日㈬9:00からウェブサイトに掲載、
　　　　　 LICウェルネスゾーン入口横に掲示（当選結果のお電話でのお問い合わせはご遠慮ください）
　　　　 ・申込のキャンセルは2月末までにご連絡ください
＜申込用紙配布場所＞
　LICウェルネスゾーン（LICはびきの内）、地域包括支援課（市役所別館1階②窓口）
　※市ウェブサイト、LICウェルネスゾーンウェブサイトからダウンロードできます。

4 月より実施枠を縮小し、今後は、実施場所
を高年生きがいサロンに移して同様の運動を
行っていきます。LIC ウェルネスゾーン内で
の実施は令和 3 年 9 月末で終了します。

～はびきのウェルネス東部教室
　  （フォローアップ事業）の利用について～

申込期間  2月1日㈪～19日㈮ 平日9:15～17:00

LICウェルネスゾーン
QRコード

 対 象   40歳以上の羽曳野市民の方。（過去の受講歴は問いません）
　※ただし、医師から運動制限を受けている方、ご自身で来所できない方　
　はご利用いただけません。
　①番から⑧番 → 65歳以上（令和3年4月1日時点）の方
　⑨番から⑯番 → 40歳以上（令和3年4月1日時点）の方 [65歳以上も可]

①～⑤ラララサーキット
　　　　　（週 1 回コース） 

マ
シ
ン
と
グ
ッ
ズ
を
使
い
、

歩
行
・
バ
ラ
ン
ス
能
力
や

関
節
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

⑥ラララフィット
　　　＜膝強化コース＞

膝
を
強
く
し
た
い
方
に

お
す
す
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
。

⑦ラララサーキットライト
左
右
の
上
肢
・
下
肢
を

複
合
的
に
動
か
し
、
能

力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま

す
。

⑩メタボサーキット
　　　　（週 2 回コース）

有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
組
み
合

わ
せ
。 ※

市
の
特
定
保

健
指
導
を
受
け
て
い
る

方
優
先

⑨Let’s筋力トレーニング
自
身
の
体
重
を
利
用
し
、

体
幹
や
脚
力
な
ど
を
強
化

す
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

骨
格
体
操
と
ヨ
ガ
の
ポ
ー

ズ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
関
節
の
動
き
を
ス
ム
ー

ズ
に
し
ま
す
。

月 火 水 木 金

①ラララサーキット
9：15 ～10：45

（週1回コース）定員12名 

⑩-1メタボサーキット
12：30～14：00

（週2回コース）定員12名

⑥ラララフィット〈膝強化コース〉
11：00～12：00

 定員12名

はびきのウェルネス東部教室
フォローアップ

9：15～12：00 ⑦ラララサーキットライト
11：00～12：00

定員12名

②ラララサーキット
14：15～15：45

（週1回コース）定員12名

⑬コツ骨体操
16：00～16：50

定員12名

③ラララサーキット
9：15 ～10：45

（週1回コース）定員12名 

介護予防リーダー養成講座
⑩-2メタボサーキット

12：30～14：00
（週2回コース）

はびきのウェルネス東部教室
フォローアップ

14：15～17：00

④ラララサーキット
13：00 ～14：30

（週1回コース）定員12名

⑮骨盤体操（骨盤底筋）
14：45～15：45

定員12名

⑯ノビ伸体操
16：00～16：50

定員12名

はびきのウェルネス東部教室
フォローアップ

12：15～17：00

⑤ラララサーキット
9：15 ～10：45

（週1回コース）定員12名 

⑨Let’s筋力トレーニング
11：00 ～12：00

定員12名 

⑪姿勢シャキーン
～姿勢改善～

14：30～15：30 定員12名

⑫筋コン簡コン
～ダンベルシェイプアップ～
15：45～16：45 定員12名

New

New

⑧ラララフィット
（筋トレ・バランス力コース）
9：15 ～10：15 定員12名 

New

⑭フィットネスウォーキング
10：30～12：00 定員12名

New

⑧ラララフィット
＜筋トレ・バランス力コース＞

ミ
ズ
ノ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ツ
ー

ル
を
使
用
し
、
手
足
の
指

先
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け

握
力
の
低
下
や
足
底
の
バ

ラ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
。

⑪姿勢シャキーン
　　　　　　～姿勢改善～

初
回
に
ご
自
身
の
姿
勢

の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
適
正
な
姿
を
把
握

し
姿
勢
改
善
を
促
す
プ

ロ
グ
ラ
ム
。

⑫筋コン簡コン
～ダンベルシェイプアップ～

ダ
ン
ベ
ル
を
使
用
し
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
運
動
を
行

い
ま
す
。

⑭フィットネスウォーキング
活
動
量
計
を
使
用
し

て
、
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
フ
ォ
ー
ム
を
身

に
つ
け
る
。
天
気
の
良

い
日
は
屋
外
で
実
施
。

＜問合せ＞ ●LIＣウェルネスゾーン ☎072-958-0711　●地域包括支援課ウェルネス推進室 ☎072-947-3825（直通）
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2月に予定していた図書館の行事は、延期とさせていただきます。

◇中央図書館　開館20周年記念行事（日時未定）
　絵本作家・川端誠さんの「親子で絵本ライブ」

＆講演会「落語絵本のうらばなし」

◇第16回おはなしライブ（日時未定）

大阪府に緊急事態宣言が出ている期間中の行事は、全て中止となります。

～図書館行事の延期・中止について～

おはなし会（2 月）
中央図書館 20日㈯ 13:30～

東部図書館 10日㈬ 10:30～

古市図書館 20日㈯ 15:00～

丹比図書館 27日㈯ 10:30～

羽曳が丘図書館 13日㈯、27日㈯ 15:00～

陵南の森図書館
14日㈰、21日㈰ 11:00～

20日㈯ 15:00～

今月の特集テーマ
東部図書館 プレゼントしよう！

羽曳が丘図書館 おかしを作ろう

古市図書館 ＬＧＢＴを知る本

丹比図書館 宇宙の本

中央図書館
一般 落語の本＆川端誠さんの本

児童 ねこの本

陵南の森図書館
一般 “はじめて” を見つける 趣味の本

児童 レッツ！クッキング！！ お料理特集

◇今月の休館日
2 月 28 日㈰ 
市内の図書館は全て休館。

◇ちびっこサロン
日時 2 月 10 日㈬ 10:30 ～
場所 森のゆうびんきょく

◇あなたのおすすめ本
巡回展示中

昨秋の読書月間に皆さんから
寄せられた「おすすめ本」を
展示しています。
2 月 27 日㈯まで
陵南の森図書館

○中央図書館（LIC はびきの内）  軽里 1-1-1 ☎072-950-5501
○陵南の森図書館 島泉 8-8-1 ☎072-952-2750
○羽曳が丘図書館 羽曳が丘西 2-5-1      ☎072-957-5553
○丹比図書館 樫山 251-1 ☎072-937-2355
○東部図書館 古市 1541-1            ☎072-950-2002
○古市図書館 ☎072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
○ブックステーションはびきのコロセアム ☎072-937-7210 ㈫㈭㈮ 13:30 ～ 16:30

●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

電
でん

話
わ

リレーサービスをご存
ぞん

じです
か。電

でん

話
わ

リレーサービスは、耳
みみ

の聴
き

こえない人
ひと

（聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

）と耳
みみ

の
聴
き

こえる人
ひと

（健
けん

聴
ちょう

者
しゃ

）とを、オペ
レーターが「手

しゅ

話
わ

」や「文
も

字
じ

」と
「音

おん

声
せい

」とを通
つう

訳
やく

することにより、
即
そく

時
じ

双
そう

方
ほう

向
こう

につなぐサービスです。
パソコン、スマートフォン、タブレ
ット端

たん

末
まつ

などを使
つか

います。
日
に

本
ほん

では 2002 年
ねん

に民
みん

間
かん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

によるサービスが始
はじ

まりましたが、
その後

ご

、2011 年
ねん

に発
はっ

生
せい

した東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

を受
う

けて民
みん

間
かん

団
だん

体
たい

が岩
いわ

手
て

、宮
みや

城
ぎ

、福
ふく

島
しま

の３県
けん

で開
かい

始
し

したことを契
けい

機
き

に、2013 年
ねん

からは全
ぜん

国
こく

を対
たい

象
しょう

に

したモデルプロジェクトが始
はじ

まり
ました。

国
くに

においては、2017 年
ねん

から電
でん

話
わ

リレーサービスを実
じっ

施
し

する情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

施
し

設
せつ

に対
たい

して財
ざい

政
せい

支
し

援
えん

が始
はじ

ま
り、2018 年

ねん

の「障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

」施
し

行
こう

後
ご

の 2020 年
ねん

に「聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

による電
でん

話
わ

の利
り

用
よう

の円
えん

滑
かつ

化
か

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

（以
い

下
か

「法
ほう

」という。）
が公

こう

布
ふ

され、同
どう

年
ねん

12 月
がつ

1 日
にち

の法
ほう

施
し

行
こう

日
び

に公
こう

表
ひょう

された基
き

本
ほん

方
ほう

針
しん

では、
サービス提

てい

供
きょう

義
ぎ

務
む

や利
り

用
よう

の公
こう

平
へい

性
せい

、
利
り

用
よう

できる電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

（110、118
（海

かい

上
じょう

保
ほ

安
あん

本
ほん

部
ぶ

）、119 も対
たい

応
おう

）及
およ

び言
げん

語
ご

（日
に

本
ほん

語
ご

の発
はつ

話
わ

及
およ

び文
も

字
じ

並
なら

びに日
に

本
ほん

の手
しゅ

話
わ

）、緊
きん

急
きゅう

通
つう

報
ほう

への
対
たい

応
おう

、 常
じょう

時
じ

双
そう

方
ほう

向
こう

に利
り

用
よう

可
か

能
のう

であ
ること（祝

しゅく

休
きゅう

日
じつ

を含
ふく

む 24 時
じ

間
かん

）、

一
いっ

般
ぱん

の電
でん

話
わ

の通
つう

話
わ

料
りょう

金
きん

と同
どう

等
とう

の利
り

用
よう

料
りょう

金
きん

であること、情
じょう

報
ほう

セキュリ
ティの確

かく

保
ほ

、サービス水
すい

準
じゅん

の確
かく

保
ほ

、
利
り

用
よう

者
しゃ

易に利用可能
よう い り よう  か のう

が容 なシステ
ムを整

せい

備
び

することなどが示
しめ

されて
います。

法
ほう

に基
もと

づくサービスとしてこれ
まで以

い

上
じょう

に充
じゅう

実
じつ

したサービスの提
てい

供
きょう

が期
き

待
たい

されており、現
げん

在
ざい

、国
くに

に
おいて、令

れい

和
わ

3 年
ねん

度
ど

のサービス開
かい

始
し

に向
む

けて、提
てい

供
きょう

機
き

関
かん

等
とう

の指
し

定
てい

な
どの準

じゅん

備
び

が進
すす

められています。
電
でん

話
わ

リレーサービスの普
ふ

及
きゅう

によ
ってバリアフリーがまた一

いっ

歩
ぽ

進
すす

み、
多
おお

くの人
ひと

の生
せい

活
かつ

が便
べん

利
り

で豊
ゆた

かにな
ることが期

き

待
たい

されます。

羽
は

曳
びき

野
の

市
し

人
じん

権
けん

啓
けい

発
はつ

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい
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市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

　いくら長生きできても、寝たきりになったり、介護
が必要になったりすると、生活の質が大きく低下して
しまいます。そうした事態を防ぐためには、「健康寿
命」を延ばすことが大切です。健康寿命とは、「健
康上の問題がなく日常生活を自立して送れる期間」
のことですが、平成 25 年時点での平均寿命と健康
寿命の差は男性が約 9 年、女性が約 12 年となって
おり、亡くなるまでの 10 年前後を寝たきりや、不
自由な体で過ごす方が少なくありません。

　
健康寿命を延ばすための方法として、「適度な運

動」「適切な食生活」「禁煙」「健診・検診の受診」
「ストレスをためない」といったことが挙げられます。
10 分程度のウォーキングを毎日やる、野菜を 1 日
350ｇ食べる、健康診断や人間ドック・がん検診・
歯科検診を定期的に受ける、快適な睡眠の確保、親
しい人との交流、笑う、趣味を持つといったことを
日頃から意識してみてはいかがでしょうか。

土屋医院　土屋英人

「健康寿命」を延ばすために「健康寿命」を延ばすために

　小児鍼の適応症と症状について、一般的な健康管理法
には、癇虫（夜泣き・不機嫌・奇声・夜驚・食思不振・噛
みつくなど）、いわゆる小児神経症が中心となります。ま
た、疾患としては、鼻炎・咽頭炎・扁桃炎・気管支喘息な
どの呼吸器疾患、口内炎・食思不振・便秘・下痢などの
消化器疾患、仮性近視・眼精疲労などの眼科疾患などです。
その他、夜尿症・肩こり・頭痛・チック・アトピー性皮膚
炎なども対象になります。最近では、自閉症、発達障害
の子どもたちも考えられています。よって、対人関係の良
くない子ども、少し落ち着きのない子どものケースも改善
されるという報告もされているし、発達障害の子どもが
小児鍼の効果で情緒不安が解消され、共同生活に親しん
でいくという報告もあります。
　時代と共に小児鍼の適応も変わってきて、これまでの
癇虫などの一般的な健康管理法と適応疾患という対象に
とどまらず、よく寝る、よく食べる、お通じ等、QOLを
高め、精神的に安定した状態を目指すものになっていま
す。　　

　　はびきの鍼灸マッサージ師協会
☎ 072-958-5764

確定申告をされる方へ口座振替での前納・早割が便利でお得です！！
●国民年金保険料は口座振替による前納・早割をすると、納付書 ( 現

金 ) やクレジットカードで納めるより割引額が多く大変お得です。

●前納の種類は 2 年前納（4 月～翌々年 3 月分）、1 年前納（4 月

～翌年 3 月分）、6 か月前納（4 月～ 9 月分・10 月～翌年 3 月分）

の 3 種類です。2 年前納は、毎月納付する場合に比べ、2 年間で約

15,000 円程度の割引になります。口座振替での令和 3 年度分 2

年前納、1 年前納、6 か月前納（4 月～ 9 月分）の新規申し込みは、

令和３年２月中にお願いします。【 年金事務所 必着 】
※既に口座振替をされている方は、手続き不要。

●国民年金保険料の納付期限は翌月末ですが、当月末に口座振替する

方法のことを早割といいます。早割は月 50 円 ( 年間 600 円 ) お

得で、随時受付しています。

●申し込みは、年金事務所または金融機関の窓口へ。

●年金手帳または納付書、銀行の通帳とお届け印が必要。

●詳しくは年金事務所へ問い合わせください。

■国民年金保険料を納付されている方の社会保険料控除には、

「令和 2 年分社会保険料 ( 国民年金保険料 ) 控除証明書」を添付

してください。

【社会保険料控除証明書に関するお問合せや再交付申請】

☞ねんきん加入者ダイヤル   ☎ 0570-003-004

◇ 050 から始まる電話からは  ☎ 03-6630-2525

平日　　　 　  8：30 ～19：00

第 2 土曜日 　  9：30 ～16：00

■老齢年金等（遺族年金・障害年金を除く）を受給している方の

確定申告には、「令和２年分公的年金等の源泉徴収票」を添付

してください。

【公的年金等の源泉徴収票に関するお問合せや再交付申請】

☞ねんきんダイヤル ☎ 0570-05-1165

♢ 050 から始まる電話からは　☎ 03-6700-1165

平日  8：30 ～17：15（週初めは 19：00 まで）

第 2 土曜日 9：30 ～16：00

※共済年金を受給している方は共済組合まで

■ねんきんネットのユーザー ID を取得している方は「ねんきんネッ

ト」から各通知書の再発行申請が可能です。

【問合せ】
天王寺年金事務所　　０６－６７７２－７５３１( 代 )
平日　　　   8：30 ～17：15（週初めの開所日は19：00）
第 2 土曜日  9：30 ～16：00
※自動音声案内になっています。⑤で所員が対応します。
※時間や時期により混み合っている場合がありますので、何度かおかけ

直し願います。

♦国民年金保険料の全額免除や一部免除を受けた期間がある場合、

全額納付した場合と比べ、老齢基礎年金の受取額は少なくなります。

♦納付猶予や学生納付特例の期間は、年金の受給資格期間に含まれま

すが、老齢基礎年金額には反映されません。

♦10 年以内であれば、さかのぼって納めることができます。（追納）
♦ 3 年度目以降に追納される場合は、当時の保険料額に経過期間に

応じた加算額が上乗せされます。

♦追納した保険料は、全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・
住民税が軽減される場合があります。

♦追納をお考えの方は、お早めに年金事務所または市役所にご相談

ください。

免除等を受けた期間の追納ができます！！

子どものためのはり治療 小児鍼（はり）とは（17）
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街かどから・・・

令和 2 年度羽曳野市成人式
　羽曳野市成人式が、1 月 11 日（月・祝）はびきのコロ
セアムで行われ、大人への第一歩を踏み出した 785 人の新
成人が、大勢の方々から祝福を受けました。新成人の西原
萌花さんが「誓いの言葉」を力強く述べられました。

マンホールカードを配布しています
全国自治体で、GKP・

下水道広報プラットホー
ムが企画・監修する「マ
ンホールカード」第13
弾の一斉配布に伴い、
羽曳野市でもマンホール
カードを作成しました。
※1人１枚、電話での事前予約や郵送による配布は行いませ
ん。※カード受取時に、アンケートの記入にご協力ください。
※なくなり次第終了
　配布場所は、①下水道総務課（市役所別館４階）平日 9:00
～17:30 ②古市駅東広場観光案内所（古市1-1-19）※配布
時間などは市ウェブサイトでご確認ください。
■■問問問問  下水道総務課　☎ 072-958-1111（内線 2370）

私たちの健康は私たちの手で
　羽曳野市食生活改善推進協議会前会長の森田和子さんが
厚生労働大臣表彰を受賞されました。保健センターでの乳
幼児健診やマタニティスクールなどの行政に対するボラン
ティア協力、各地域や小学
校での料理教室など、世代
にあわせた食育の啓発をさ
れています。このような長
年の食育活動の功績が国に
認められた森田さんをはじ
め、会員の方々のこれから
の活動に期待します。

子ども活動支援補助金を交付していただきました
　公益財団法人ライフスポーツ財団様から、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、身体を動かす機会が減少している
子どもたちの健全な心身の育成に寄与する取り組みとして、
令和２年度子ども活動支援補助金を 500,000 円交付してい
ただきました。公立保
育園において、運動用
具購入費用として活用
させていただきます。

▲ 12 月 14 日市役所にて

▲ 1 月 8 日市役所にて

▲ 12 月 24 日市役所にて

災害時における協定を締結
　1 月 7 日、羽曳野市は山崎製パン株式会社阪南工場様と「災
害時における物資の供給協力に関する協定書」を締結しま
した。大規模災害時、市
と連携し救援活動を行い、
食料等の供給など、市民
生活の早期安定に向けて
ご協力いただきます。

第13回リポビタンヒーローズカップ関西大会【優勝】
　一

いちたに
谷蓮

れ ん し
史さん（高鷲北小 6 年）が、12 月に神戸製鋼灘

浜グラウンドで開催されたヒーローズカップ関西大会を勝
ち抜き、全国大会への出場
切符を手に入れました。（吹
田ラグビースクール所属、
ポジションはスクラムハー
フ）全国大会は 1 月に日
産スタジアムで開催されま
した。）今後のご活躍を期
待しております！

2020 西日本空手道選手権大会で第 3 位
　　　　　　　　【国際空手道連盟極真会館主催】
　岡田彩

あ や と
都さん（河原城

中 2 年） が、同大会組手
の部中学男子重量級で第
3 位と健闘されました。
おめでとうございます！

（1 月 8 日、市役所を訪れ
てくださいました。）

※新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言中は、
配布を中止します。
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・・・TOPICS
ご寄贈ありがとうございます　～関係機関に配付し、大切に使わせていただきます～

12 月 1 日　安井商店 様12 月 1 日　安井商店 様
【不織布マスク（こども用）1,000 枚】【不織布マスク（こども用）1,000 枚】

12 月 22 日　若井 登美子 様12 月 22 日　若井 登美子 様
【消毒液 15 本、不織布マスク 2,050 枚【消毒液 15 本、不織布マスク 2,050 枚
（大人用 1,200 枚・こども用 850 枚）】（大人用 1,200 枚・こども用 850 枚）】

12 月 15 日　株式会社グルーヴ 様12 月 15 日　株式会社グルーヴ 様
【不織布マスク 40,700 枚【不織布マスク 40,700 枚
（大人用20,300枚・こども用20,400枚）】（大人用20,300枚・こども用20,400枚）】

12 月 17 日　NOWORK motor&cafe 様12 月 17 日　NOWORK motor&cafe 様
【非接触型温度測定・消毒機】【非接触型温度測定・消毒機】

12 月 22 日12 月 22 日
株式会社シックスボックス 様株式会社シックスボックス 様

【非接触型温度測定・消毒機 2 台】【非接触型温度測定・消毒機 2 台】

12 月 8 日　株式会社 A12 月 8 日　株式会社 A-life-life 様 様
【空気清浄機能付オゾンエア消臭・除菌機】【空気清浄機能付オゾンエア消臭・除菌機】

12 月 8 日12 月 8 日
ステラ・コーポレート株式会社 様ステラ・コーポレート株式会社 様

【不織布マスク 2,020 枚【不織布マスク 2,020 枚
（大人用 1,000 枚・こども用 1,020 枚）】（大人用 1,000 枚・こども用 1,020 枚）】

11 月 27 日　株式会社セルビス 様11 月 27 日　株式会社セルビス 様
【避難者用テント 3 張】【避難者用テント 3 張】

こ
ん
に
ち

こ
ん
に
ち
はは

あ
か
ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

< 野々上 >< 郡戸 >

< 西浦 >
母親の
久美子さん

母親の
美輝さん

母親の
純菜さん

母親の
裕理さん

坂
さかもと

本 光
み つ き

希ちゃん

田
た

中
なか

 蒼
あお

志
し
ちゃん

いっぱい笑って、泣いて、感じて
心も体も大きくなってね！

いつも笑いと癒しをありがとう♥

父ちゃんも兄ちゃんも産まれてくるの楽しみに
待ってたよ♥笑顔絶えない家族になろうね。

< 高鷲 >大
だい

 椋
りょう

惺
せい
ちゃん飯

いい
田
だ

 紫
し ゅ う

翔ちゃん
令和元年8月26日問生まれ

令和元年8月2日問生まれ

令和2年3月30日問生まれ 令和2年6月3日問生まれ

< 島泉 >
母親の
理絵さん

毎日癒しをありがとう。
これからも我が家の天使でいてね！！

濵
はま

田
だ

 夢
ゆ め

芽ちゃん
令和元年10月5日問生まれ

< 野々上 >
母親の
智美さん

食べることが大好き！これから
美味しいものいっぱい食べに行こうね♪

平成30年6月3日問生まれ

12 月 14 日12 月 14 日
NPO 法人花利メモリアル成就 様NPO 法人花利メモリアル成就 様

【花～クリスマス ver. ～】【花～クリスマス ver. ～】

12 月 24 日　坂本商事 様12 月 24 日　坂本商事 様
【消毒液（5L）15 個】【消毒液（5L）15 個】

いつもニコニコでお喋りが大好き★
これから沢山の思い出作ろうね♥

1 月 5 日1 月 5 日
NPO 法人花利メモリアル成就 様NPO 法人花利メモリアル成就 様

【花～お正月 ver. ～】【花～お正月 ver. ～】

藤
ふじかわ

川 陽
は る と

斗ちゃん

「こんにちはあかちゃん」に掲載をご希望の方は、①住所問②赤ちゃんの氏名（ふりがな）③生年月日問④コメント問⑤撮影者のお名前と続柄問⑥電話番号
を明記し、⑦画像を添付の上、kouhou@city.habikino.lg.jpまでメールをお送りください。メール以外の申込については、お問問い合わせください。
＜問問合せ＞問秘書課問広報担当問☎ 072-958-1111（内線3333・3340）　

温かいお心遣いに
感謝いたします。
ありがとうござい
ます！
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・入場には「入場整理券」が必要です。
・入場整理券の配付状況に応じて、早めに相談受付を終了する場合があります。
・長時間お待ちいただく場合やご入場できない場合がございますので、ご了承ください。
・お越しの際は、関係書類や前年分の申告書の控え等をご持参ください。
・納付手続、納税証明書の発行及び相続税の相談は行っておりません。
・ご不明な点について質問や確認をしていただき、会場内のパソコンを使って申告書等
　を作成していただきます。
●令和 2 年分の申告期限、納期限等について

税目など 申告及び納期限 口座振替日

申告所得税及び復興特別所得税 3 月 15 日㈪ 確定分  4 月 19 日㈪
延納分  5 月 31 日㈪

個人事業者の消費税及び地方消費税 3 月 31 日㈬ 4 月 23 日㈮
贈与税 3 月 15 日㈪

●国税は、申告した税額等に基づき納税者ご自身で納付の期限（納期限）
　までに納付していただく必要があります。
●詳細は、国税庁 HP「国税の納付手続」をご覧ください。

[ 開設期間 ] 2 月 16 日㈫～ 3 月 15 日㈪ ※㈯㈰㈷等を除く（2 月 21日㈰・28 日㈰は開設）
[ 受付時間 ] 9:00 ～ 16:00  ご注意ください！

すばるホール
≪所在地≫富田林市桜ヶ丘町 2 番 8 号
≪ 交通≫近鉄長野線川西駅から徒歩 8 分／

南海小金台2丁目バス停から徒歩8分／
近鉄富田林駅からレインボーバス「すば 
るホール」で下車

≪ 問合せ≫富田林税務署
　 ☎ 0721-24-3281（代表）
　 ※自動音声によるご案内です。アナウン

スに従い操作してください。なお、「すば
るホール」会場では、電話による問合せ
はお受けできません。

富田林税務署
からのお知らせ 申告書作成会場は「すばるホール」

2月16日㈫
～開 設～

NN
堺　富田林線

●医療費控除について
　医療費控除を受けるには、「医療
費控除の明細書」の添付が必要です。
領収書の添付によって医療費控除を
受けることができません。（「医療費
控除の明細書」は、国税庁 HP から
ダウンロード可）

感染リスク軽減のためパソコンやスマートフォンでの申告をお願いします！
　税務署の申告書作成会場は、毎年大変混み合います。コロナ感染防止の観点から、
国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用した自宅等での申告書
の作成及び提出にご協力願います。
　作成した申告書は①マイナンバーカード②マイナンバーカード読取対応スマート
フォンまたはICカードリーダライタを用意すれば、「e-Tax」を利用して提出できます。
※①②をお持ちでない方
事前に税務署で発行する e-Tax 用の「ID・パスワード」を取得していただければ
e-Tax をご利用できます。希望される方は、本人確認書類（運転免許証など）をお
持ちの上、お近くの税務署にお越しください（土日祝除く）。
　e-Tax 以外の方法で申告書を提出される場合は、郵送または税務署
窓口へ直接お持ちください。作成済みの申告書は、2 月 15 日以前で
も提出できます。

～　申告書作成会場での感染症対策にご協力ください　～
①ご来場される際は、マスクの着用をお願いします。
　（マスクを着用されていない場合、入場をお断りする場合があります。）
②咳・発熱等の症状がある方や体調のすぐれない方は、入場をお断りします。
③会場内に筆記用具は用意していませんので、ボールペンや計算器具をお持ちください。

●タックスアンサーのご案内
　国税庁ホームページ「タックスア
ンサー」では、よくある税のご質問
に対する一般的な回答を税金の種類
ごとに調べることができます。確定
申告書作成の参考として是非ご利用
ください。

●問合せ
「確定申告書等作成コーナー」の使い方
（事前準備、送信方法、エラー解消など）
■ ■ 問問問問 e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
☎ 0570-01-5901（全国一律市内料金）
受付：㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00

（㈯㈰㈷及び12月29日～1月3日を除く）

消費税の軽減税率制度
（詳しくは国税庁 HP 特設サイト
「消費税の軽減税率制度について」から）
■ ■ 問問問問 消費税軽減税率電話相談センター
☎ 0120-205-553（通話料金無料）
受付：㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00（休祝日除く）

マイナンバーカードをご利用になる場合の
IC カードリーダライタの設定などに関する問合せ
■ ■ 問問問問 マイナンバー総合フリーダイヤル
☎ 0120-95-0178（通話料金無料）
受付：㈪～㈮ 9:30 ～ 20:00
　　　㈯㈰㈷ 9:30 ～ 17:30

上記以外　■ ■ 問問問問 富田林税務署　☎ 0721-24-3281　受付：㈪～㈮（㈯㈰㈷除く）　※音声案内に従い番号を選択してください。
「0」 確定申告に関する問合せ（確定申告電話相談センター）　　「3」消費税の軽減税率制度に関するご相談（電話相談センター） 
※ 1 月 4 日～ 3 月 15 日

「1」確定申告以外の一般的なご相談（電話相談センター）　　　 「2」その他の問合せ（税務署職員）

国税庁 HP はこちら→

申請書作成はこちら→
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≪申告が必要な方≫
　本市在住（令和 3 年 1 月 1 日現在）で、前年中に所得があり、税務署の確定申告書を提出義務のない方や勤務先から給与支
払報告書が提出されていない方は、市・府民税申告が必要です。
 （例）・2 カ所以上から給与の支払いを受けていた方。
 　　・公的年金受給者で年金以外に収入がある方や各種控除を受けようとする方。
　※ワンストップ特例制度を適用されている場合であっても、医療費等があり申告を行う場合は、ふるさと納税寄付分（ワンスト
　　ップを含む）も併せて申告する必要があります。

◆市税催告コールセンター業務
　市税（市・府民税（普通徴収・特別徴収）、固定資産税、軽自動車税、法人市民税）の納期限から一定期間を過ぎても納付確
認ができない方に対して、専門オペレーターが市税の未納をお知らせと、納付のご案内を行います。また、SMS でのメールメ
ッセージによるご案内もあわせて行っています。

［業務時間］●㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30 　●第 2・3 ㈫㈭ 9:00 ～ 20:00 　●第 3 ㈰ 9:00 ～ 17:30
※ 2 月は第 2 ㈭が祝日のため、第 4 ㈭に振替調整します。　※㈯、上記以外の㈰㈷で市役所閉庁日は業務を行っておりません。
≪振り込め詐欺など不審電話にご注意！≫
　「市税催告コールセンター」から、還付金の案内や納付のために ATM の操作を求めることは一切ありません。

市府民税、軽自動車税の申告など

◆市・府民税の申告　令和 3 年度の申告受付を行います。郵送による提出も可能です。
　［受付］2 月 16 日㈫～ 3 月 15 日㈪　※㈯㈰㈷を除く　9:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30
　［会場］市役所本庁 1 階ロビー　［郵送先］〒 583-8585　誉田 4-1-1　税務課市民税担当 宛
　　①申告に必要な書類等を必ずご持参ください。（例）給与・年金の源泉徴収票、生命保険の控除証明書等
　　②医療費の申告をされる方は合計額計算および明細書のご準備をお願いします。
　　※ 市・府民税に関連した各種証明書発行や、国民健康保険証・後期高齢者医療被保険者証などの交付、介護保険料・保育

園および幼稚園の保育料の算定などに申告が必要です。また、申告書が届いた方で前年中に無職、無収入の方も申告に
ご協力ください。

　　※上場株式等に係る配当所得等および譲渡所得等の課税方式選択や、税制改正などの詳細は、市ウェブサイトをご確認ください。
　　※ ご自身で作成された確定申告書は、市・府民税の申告期間中、市役所本館 1 階ロビーの受付会場でお預かりし、富田林

税務署へお届けします。

≪市・府民税申告書≫
　前年中に申告をされた方に令和 3 年度市・府民税申告書を順次発送いたします。
 （申告書は、市民税窓口・支所・申告会場・市ウェブサイトからダウンロード・郵送でも取得できます。）

【問合せ】税務課 市民税担当（内線 1580･1520･1530）

≪市ウェブサイトより個人住民税の市・府民税申告書が作成できます≫
　作成された申告書に必要事項を補記し、必要書類と併せ郵送または持参いただくと、市・府民税申告を行うことができます。
申告を行われる方はご利用ください。
※詳細は［羽曳野市税額シミュレーション］で検索。

◆バイクや軽自動車などの異動申告　
　軽自動車税は、4 月 1 日現在登録されている所有者（使用者）
に課税されます。バイクや軽自動車などを廃車や譲渡したり、
所有者が転出するときは手続きをしてください。（4 月 2 日以
降に廃車や譲渡された場合は令和 3 年度の軽自動車税がかか
ります。）なお、窓口が大変混雑することが予想されますので、
廃車などの手続きは 3 月中旬までにお済ませください。
※ 盗難にあった場合は、ただちに警察署へ盗難届を提出し、

併せて市役所税務課にも届け出てください。
※ 一部の三輪・四輪の軽自動車は、令和 3 年度から税率が変わ

る場合があります（重課など）。詳細は、市ウェブサイトをご
確認ください。

◎新型コロナウイルス感染症等の対策について
　申告会場では、新型コロナウイルス感染症等による感染拡大防止の観点から感染症対策（検温の実施、消毒液・パーテーショ
ンの設置等）を実施します。申告会場へお越しの際は、感染症対策（手洗い、マスク着用等）にご協力ください。また、申告会
場でのコロナ禍による「3 密」を回避するため、ご自身で作成していただき郵送による申告にご協力くださいますようお願いします。

【問合せ】税務課 納税担当（内線 1440・1450）

申告区分 受付場所 必要な書類など

原動機付
自転車
など

市役所税務課
（本館 1 階 8 番窓口）

申告済証・ナンバープレート・
印鑑（名義変更の場合、新・旧）・
届出（来庁）者の本人確認書類（免
許証など）・委任状（同一世帯員
以外が申請する場合）

軽二輪
小型二輪

など

近畿運輸局 大阪運輸支局
和泉自動車検査登録事務所
（和泉市上代町官有地）

☎ 050-5540-2060

検査証または届出済証・ナンバ
ープレート・印鑑・住民票・自
賠責保険証明書など（詳しくは
左記事務所にてご確認ください）

軽自動車

軽自動車検査協会　
大阪主管事務所和泉支所

（和泉市伏屋町1-13-3号）
☎ 050-3816-1842

検査証・ナンバープレート・印鑑・
住民票など（詳しくは左記事務
所にてご確認ください）

【問合せ】税務課 課税総務担当（内線 1570・1571）
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すくすく 子育て支援

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市 4-2-9　☎ 072-958-3308　FAX 072-958-3350）
【広場】㈪～㈮ 10:00 ～ 11:30　㈭㈮ 14:00 ～ 16:00 ※㈷除く
★保護者の方と一緒にお越しください。
みんなの広場

㈪㈫㈮
対象：就学前の子ども　「節分」1日㈪・2日㈫  

（休み）16日㈫・19 日㈮　（計測）15 日㈪・26 日㈮

よちよち広場
㈬

対象：0 歳～ 1 歳半未満の子ども
①9:45～10:45②11:00～12:00（完全入替2部制）

「節分」3 日（休み）10 日　（計測）17 日・24 日
てくてく広場

隔週㈭
対象：平成 30 年 4 月 2 日～平成 31 年 4 月 1 日生まれ
18 日はてくてく教室「おひなさまを作ろう」

のびのび広場
隔週㈭

対象：平成 29 年 4 月 2 日～平成 30 年 4 月 1 日生まれ
4 日・25 日はのびのび教室「おひなさまをつくろう」

あそびの広場 10 日㈬「人形劇を楽しもう」※13 組応募制
3 月 5 日㈮「ピアノを楽しもう♪」※ 13 組応募制

おはなしの広場 22 日㈪ 双子の広場 16 日㈫

講座の
お知らせ

19 日㈮「音楽を楽しもう♪」
申込：1 日㈪～ 5 日㈮
3 月 1 日㈪・9 日㈫「こもも教室」※ 2 回セット
申込：15 日㈪～ 19 日㈮

支援センターむかいの
●実施場所は青少年児童センター 2 階

（向野 3-1-33　☎ 090-8880-0058　FAX 072-953-6361）
【広場】10:00 ～ 11:30 ※㈷除く
★保護者の方と一緒にお越しください。
みんなの広場

毎週㈪
対象：就学前の子ども
1 日・8 日・15 日・22 日

おはなしの会 1 日㈪
あそびの広場 3 月 3 日㈬「人形劇を楽しもう」

※ 50 名応募制　申込 2 月 15 日㈪～ 19 日㈮
1歳児「ぺんぎん」

毎週㈬
対象：平成30年4月2日～平成31年4月1日生まれ
3 日・10 日・17 日・24 日

0 歳児「ももんちゃん」
0.0 歳児「きんぎょ」

毎週㈭

対象：平成31年4月2日～令和2年4月1日生まれ
       令和2年4月2日以降生まれ
4 日・18 日・25 日

講座のお知らせ 26 日㈮リフレッシュ講座「ママヨガ」
申込：8 日㈪～ 12 日㈮

NPO 法人南河内こどもステーション　（市役所南側）　☎・FAX 072-957-1114（詳細はお問い合わせください）
おやおやくらぶ 10:45 ～ 11:30 ／ 5 日㈮「絵本読み聞かせ」・19 日㈮「つくってあそぼう」・26 日㈮おしゃべりサロン

金剛登山 14 日㈰ 10:00 ～ 17:00 ／行先：金剛山／参加費：大人 800 円・こども 600 円（※要交通費）
こども食堂　 毎週㈯ 11:00 ～ 15:00 ／ 12 日・26 日㈮ 17:30 ～ 20:00

みんなの居場所 ㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00 ／対象：0 歳～
一時保育 ㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00 ／乳幼児 1 時間 500 円～　※要登録、予約は前日まで。㈯㈰㈷時間外応相談

やってみようくらぶ 毎週㈯ 10:00 ～ 15:00 ／ 27 日㈯ 11:00 ～ 12:00「科学であそぼう」

NPO 法人つどいの広場 カンナ
高鷲5-422-22　☎・FAX問072-939-1625
＜開放時間＞㈪㈬㈮10:00～12:00／14:00～16:00

※㈮は午前中のみ　※㈷除く
問5日㈮10:00～12:00　小麦粉ねんどあそび
12日㈮10:00～12:00　手作りおもちゃ作り
19日㈮10:00～12:00　ポップコーンを作って食べよう
26日㈮10:00～12:00　ひなまつり制作

NPO 法人子育てサポートくるみ 
壺井508-1☎072-問957-3282　FAX問072-958-4089
＜園庭開放＞㈫㈬㈭10:00～16:00

問問（12:00～14:00園児昼寝）
くるみの遊び場には大きな坂やすべり台などがあり、体を
存分に動かせる環境です。親子でお気軽にお越しください。

NPO 法人サポートネットワークぬくもり あいあい保育園
向野2-8-2（埴生診療所敷地内）
☎072-937-0016問問問FAX問072-937-5716
＜開放時間＞㈫㈬㈮10:00～16:00
【あいあいルーム】
9日㈫10:30～11:30　えほんあらかると
16日㈫10:30～11:30　ホップ・ステップ・リトミック
18日㈭10:30～11:30　おもしろ歯医者さんのためになる話
【就労相談（子育て中の再就職）】第2㈫10:00～12:00

つどいの広場事業（2 月）

スケジュールなどの詳細は、センターニュース
「てとてと」または、「はびきの子育てネット」内、
子育て支援センターのページをご覧ください。

メール配信登録
※ お知らせ、抽選結果

などをメールで受取

はびきの子育てネット
※ 「てとてと」は、サイ

ト内「配布物」に掲載
子育て支援センター

四天王寺悲田院地域子育て支援センター ぼのぼ（2 月）
学園前6-1-1　☎072-957-7517　FAX問072-950-3457
＜園庭開放など＞㈫㈮10:00～11:00

※19日㈮・23日㈫除く
●要予約（前日までに電話で申込）●保護者はマスク着用
●体調不良、37.5度以上の発熱がある場合はご遠慮ください。

0 歳サロン 4 日㈭ 10:30 ～ 11:30
保育園 2 階／定員 5 人

1 歳親子教室 10 日㈬ 10:30 ～ 11:30
保育園 2 階／定員 5 人

2・3 歳児親子教室 24 日㈬ 10:30 ～ 11:30
保育園 2 階／定員 5 人

すこやか広場
※乳児から就学前まで

19 日㈮ 10:30 ～ 11:30
MOMO プラザ／定員 10 組
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施設名 ☎ 市外局番072 園庭開放（健康相談は要予約）
高鷲保育園 953-3883
さかとがはらこども園

（認定こども園） 956-6246 第2・第4㈯10:00～11:30
※雨天中止

明の守ようきこども園
（認定こども園） 954-9630 第 4 ㈭ 10:00 ～ 11:30

※雨天中止
誉田保育園 958-2525
郡戸保育園 938-5280 第 2 ㈫ 10:00 ～ 11:00
高屋保育学園

（認定こども園） 957-1234 毎週㈫㈭ 14:30 ～ 15:45

四天王寺悲田院保育園 957-7517 ㈫・㈮ 10:00 ～ 11:00
※ 19 日・23 日除く、要予約

あおぞら保育園 950-1105 第 4 ㈭ 10:00 ～ 11:00
ベビーハウス社協 930-0240
向野保育園 953-2071

中止
下開保育園 958-3318
軽里保育園 958-3338
島泉保育園 953-4624
はびきの保育園 958-3328

※車での来園はご遠慮ください。
※育児相談は開園中常時行っています。
詳しくは、各園にお問い合わせください。

白鳥児童館　翠鳥園 2-9-101　☎ 072-957-4900
【利用時間】㈪～㈯ 10:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 17:00
室内でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。
午前中は小さなお友達もゆっくり遊べます。
自由にお越しください。

＜子育てサロン＞※中止※
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、3 月
末まで全サロン開催中止とします。最新情報は「は
びきの子育てネット」にてお知らせします。

＜子育て支援＞※中止※
・公立幼稚園（こども未来館たかわし含む）
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2 月
末まで全園開催中止とします。

　新型コロナウイルス感染症の影響に
より、教育・保育施設の子育て支援が
変更となる場合がありますので、
事前に各園にお問い合わせください。

病後児保育（0 歳～学童）
　集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。

【予約時間】㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00（電話可、当日利用可）
【利用時間】8:00（7:30）～ 18:00（19:00）※カッコ内は延長可能時間
［当日保育］9:00 ～ 17:30（延長不可）
［土曜保育］8:00 ～ 17:00（当日利用および延長不可）
【利用負担金】1 人 1 日 1,000 円（延長 30 分 300 円）
※非課税世帯は半額（証明書必要）、生活保護世帯は無料（証明書必要）、2
人目以降の子ども半額
■■問問問問  NPO 法人サポートネットワークぬくもり　向野 2-8-2（埴生診療所敷地内）
☎ 072-937-0016   FAX 072-937-5716

養育支援訪問事業
　妊娠・出産・育児期に育児の不安やス
トレスなどを抱え、他からの支援が期待
できない家庭を支援します。

【訪問までの流れ】
希望者から支援の申し出 ➡ こども課で必
要性を判断 ➡ サービスの内容・期間などの
決定 ➡ 訪問支援の開始 
■■問問問問  こども課

子育て電話相談[子育てで気になること]
【日時】4 日・18 日㈭ 14:30 ～ 16:30
【場所】市役所別館 2 階プレイルーム
■■問問問問  羽曳野市こども家庭サポーターの会
☎ 072-957-6000

児童虐待の疑いなど“ おかしい” と思ったら
【受付時間】
㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30 ※祝日を除く
■■問問問問  こども課 家庭児童相談担当
☎ 072-947-3837

児童相談所虐待対応ダイヤル
☎ 189（いちはやく）
365 日 24 時間対応、通話料無料

　2 月は「児童手当」の支給月です
　2月12日㈮に受給資格者の指定口座に児童手当（令和2年10月～令和
3年1月分）を振り込みます。
＜所得制限額未満＞

児童の年齢 支給月額
① 0 歳～ 3 歳未満（誕生日月まで） 15,000 円
② 3 歳～小学校修了前（第 1 子・第 2 子） 10,000 円
③ 3 歳～小学校修了前（第 3 子以降） 15,000 円
④中学生（一律） 10,000 円
（所得制限額以上）

児童の年齢 支給月額
上記①～④ 児童 1 人あたり 5,000 円

※出生順位の数え方は、18歳に達した日以降の最初の3月31日までの
　お子さんのうち最年長の子から「第1子」として数えます。
■■問問問問  こども課　☎ 072-947-3836（直通）　FAX072-956-0730
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乳幼児健康診査（場所：保健センター）
種類 日程 対象児

4 カ月児
㈮

2 月 12 日 令和 2 年 10 月 1 日～ 17 日
2 月 26 日 令和 2 年 10 月 18 日～ 31 日
3 月 12 日・26 日 令和 2 年 11 月生まれ

1 歳 6 カ月児
㈫㈬

2 月 16 日・17 日 令和元年 7 月生まれ
3 月 23 日・24 日 令和元年 8 月生まれ

◆ 2 歳 6 カ月児・3 歳 6 カ月児健診については、健診日程
と対象児に若干変更が生じております。健診日の 1 カ月ほど
前に個別でご案内しますが、事前に受診日を確認したい場合
は健康増進課（保健センター）へお問い合わせください。
◆健康増進課では、保健師、栄養士等が相談をお受けします
ので、お子様のことでご心配などがございましたらお気軽に
ご相談ください。

予防接種（母子健康手帳と予診票、子ども医療証・健
康保険証など住所の確認ができるものを提示）
　忘れている予防接種はありませんか？予防接種が済んで
いるか母子健康手帳で確認し、まだの方は接種しましょう。
各予防接種の対象年齢は「健康だより」や「市ウェブサイト」
で確認ください。※医療機関によって予防接種のワクチン
の在庫状況は異なります。接種を希望される方は事前に医
療機関へ確認してください。

【麻しん風しん混合（MR）の定期予防接種】
（第 1 期）1 歳～ 2 歳に至るまで　
（第 2 期）令和３年３月 31 日まで
対象：平成 26 年 4 月 2 日～平成 27 年 4 月 1 日生まれ
◆接種期間を過ぎてしまうと費用が約 1 万円かかります。
◆進学の際に予防接種の履歴が必要になることがありま
す。定期接種の期間に早めに接種しましょう。
◆予診票を紛失された方は、母子健康手帳を持って、健康
増進課（保健センター）まで取りにきてください。

【風しん第５期定期予防接種】令和３年３月 31 日まで
対象：昭和 37 年４月２日～昭和 54 年４月１日生まれの男性
　　　風しん抗体検査をした結果、十分な抗体価がない方
　　　は予防接種を受けましょう。

市立休日急病診療所健
ふ みり-ぁ

☎072-956-1000
（保健センター2階）

■休日急病診療所（内科・小児科・歯科）
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

■小児救急電話相談
　☎＃8000（携帯電話・NTTプッシュ回線）
　☎06-6765-3650
　　　　　　　　（IP電話・ダイヤル回線など）

■救急安心センターおおさか
　☎＃7119（固定電話【プッシュ回線】・
　　　　　　　　　　　　　携帯電話・PHS）
　☎06-6582-7119
　　　　　（固定電話【ダイヤル回線】・IP電話）

康
健康増進課（保健センター）

☎ 072-956-1000

小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業） 
診療日の15時の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」
「特別警報」のいずれかが発表されている場合は休診となります。
また、15時以降に発表された場合は、その時点で休診となります。

休日急病診療所（内科・小児科・歯科）
診療日の8時の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」「特
別警報」のいずれかが発表されている場合は休診となります。また、8
時以降に発表された場合は、その時点で休診となります。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、健診・教室の日程が変更・中止になる可能性があります。
　また、密を避けるため、定員を縮小して実施します。

もしかして、控えていませんか？

＜乳幼児健康診査＞
　子どもの成長発達を定期的に確認する大切な機会です。ま
た、医師、保健師、栄養士に色々なことが相談できる機会
でもあるので、健康診査の案内が届いたら受診しましょう。
＜予防接種＞
　予防接種を遅らせると、免疫がつくのが遅れ、重い感染
症になるリスクがあります。感染症にかかりやすい年齢な
どをもとに予防接種のタイミングが決められています。ま
だ、接種期間内の方は早めにすませましょう。

≪発熱で受診される方へ≫
※来院時には、事前に電話をお願いします。☎ 072-956-1000　※受診の際にはマスクの着用をお願いします。
※新型コロナウイルス感染症にかかる PCR 検査等各種検査は実施できません。
ご不便をおかけいたしますが、ご協力のほどよろしくお願いします。

～産後ケア事業の利用可能施設の追加について（大阪はびきの医療センター）～
　本市では、産後のお母さんや赤ちゃんに対して心身のケアや育児のサポート等を行い、産後も安心して子育てができる
支援体制の確保を目的として、令和２年４月１日から産後ケア事業を行っています。令和 2 年 12 月 1 日から、利用可
能施設に大阪はびきの医療センターが加わり、当院で出産された方を対象に、ショートステイ（宿泊）利用が可能となり
ましたので、お知らせします。
☆対象者☆
〇羽曳野市民で生後 4 カ月未満の赤ちゃんとお母さん（ご兄弟の利用はできません）。
〇母子ともに医療行為が必要でない方。〇ご家族などから産後の支援が受けられない方。
〇体調不良や育児不安などがあり、支援が必要な方。
利用時間及び料金、利用方法など詳細につきましては、市ウェブサイトをご覧ください。

☆利用可能施設一覧☆
・大阪はびきの医療センター
・富田林病院　・PL 病院
・阪南中央病院
・大阪母子医療センター

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

Q
R
コ
ー
ド



15−はびきの　2021.2.1−

学ぶで～健康シリーズ（予約制・随時受付中！）
★学ぶで～ストレスとうつ　3 月 9 日㈫

【講師】池下 克実 医師
　　　　（いちメンタルクリニック日本橋）

【対象】羽曳野市民　【参加費】無料
【時間】13:45 ～ 15:30（受付 13:30 ～）
【場所】保健センター
※その他の教室等詳しくは市ウェブサイトをご覧ください。

検診（健診）は年度内に各1回。定員になり次第締切。FAXでの申し込みは不可。☎ 072-956-1000 健康増進課（保健センター）

がん集団検診 ※予約制
　日程等は 11 月号広報または
市ウェブサイト等をご覧ください。
空き状況は電話でお問い合わせください。
※年度末は混み合いますので早めに受診しましょう。

【費用】胃がん、肺がん・結核健診、
　　　  大腸がん、子宮がん検診は無料。
乳がん検診は 1,000 円（生活保護受給者は無料
　　　　　　　　　　　：検診当日に受給証明書が必要）

＜胃がん、肺がん・結核健診、大腸がん検診 （集団検診）＞
【対象】受診時満 40 歳以上の市民
※ 65 歳以上の方は、年 1 回結核健診を受けることが法律
で義務付けられています。

＜乳がん・子宮がん検診（集団検診）＞
【対象】乳がん：1979 年以前の西暦奇数年生まれの女性
　　　 子宮がん：1999 年以前の西暦奇数年生まれの女性
※受診券（ピンク色もしくは黄色のはがき）が必要
※ 80 歳以上で乳がん・子宮がん検診をご希望の方、転入
等で受診券がお手元に届いていない方は、健康増進課ま
でご連絡ください。

成人歯科健診・骨密度測定
＜成人歯科健診（無料）＞
　～歯の状態と歯周病のチェックなど～

【対象】平成6・昭和59・54・49・44・39・34・29・24年
　　　　生まれの市民。
※個別健診か集団健診のどちらかを選択。（集団健診は骨
密度測定とセットでの受診可、個別健診は羽曳野市内の
指定歯科医院で令和 3 年 3 月 31 日まで受診できます。）
※受診券が必要。お手元にない方はご連絡ください。

＜骨密度測定（無料、集団健診のみ）＞
　～かかとで超音波検査を行い骨密度を測定～

【対象】受診時満 25 歳以上の市民。

＜集団健診＞ 歯科健診・骨密度測定（無料・要予約）
　　　　　　  ※骨密度測定のみも可

保健センター 2 月 15 日㈪・3 月 19 日㈮

毎月19 日は食育の日
家族で食事を楽しみましょう

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、検診（健診）・教室等の日程が変更・中止になることがあります。
　また、密を避けるため、実施の際は定員を縮小して行います。
※個別検診（健診）については、受診前に医療機関へ電話でお問い合わせください。

＜定期健康相談・栄養相談＞
2 月 16 日㈫ 午前中 ※要予約

＜藤井寺保健所＞  所在地：藤井寺市藤井寺 1-8-36
☎ 072-955-4181　FAX 072-939-6479
ＨＩＶ・梅毒即日検査 （梅毒検査のみは不可）第 1 ～ 4 ㈬
9:30 ～ 10:30【無料・匿名可】
※夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）で実施。詳しく
は保健所へお問い合わせください。
肝炎ウイルス検査 第2、4 ㈬13:30～14:30【無料・要予約】
こころの健康相談【無料・要予約】（こころの病気、アルコール依存
症などに精神科医、精神保健福祉相談員が相談に応じます。）
医療機関に関する相談
㈪～㈮ 9:15 ～ 12:15 ／ 13:00 ～ 16:00【無料】

＜藤井寺保健所　生活衛生室＞  ☎ 072-952-6165

水質検査（飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水）【有料・要予約】

腸内細菌検査（赤痢菌、チフス菌、パラチフスA菌、サルモネラ
属菌、腸管出血性大腸菌O157）㈪～㈬9:30～12:00【有料】

ぎょう虫卵検査　㈪～㈭ 9:30 ～ 12:00【有料・要予約】

※表の日程は㈯㈰㈷を除きます。
※風しん抗体検査については保健所にお問い合わせください。
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～改修工事に伴うエレベーターの利用停止について～
　２月１６日（火）から３月３１日（水）の間、羽曳野市立保健センター内エレベーターの老朽化に伴う改修工事を行います。
この間、エレベーターの利用ができなくなりますので、階段をご利用いただきますようお願いいたします。市民のみなさ
まにおかれましては、ご迷惑、ご不便をおかけいたしますが、ご理解のほどお願いいたします。
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支　所
☎ 072-955-0583　℻ 072-930-2144
羽曳野市民会館
☎ 072-958-2311　℻ 072-958-2312
LIC はびきの（生活文化情報センター）
☎ 072-950-5500　℻ 072-950-5505
はびきのコロセアム
☎ 072-937-3123　℻ 072-937-3124
市民体育館（西浦）
☎ 072-958-2340　℻ 072-958-3614
陵南の森総合センター（老人福祉センター・公民館）
☎ 072-952-2751　℻ 072-952-1303
陵南の森生きがい情報センター

（テレワークセンター）
☎ 072-931-1900　℻ 072-931-2112
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553　℻ 072-957-5580
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355　℻ 072-937-2388
石川プラザ
☎ 072-950-2002　℻ 072-958-9110
保健センター（休日急病診療所）
☎ 072-956-1000　℻ 072-956-1011
人権文化センター
☎ 072-955-4556　℻ 072-955-7042
青少年児童センター
☎ 072-952-0032　℻ 072-937-8580
白鳥児童館
☎ 072-957-4900　℻ 072-957-4900
青少年センター
☎ 072-958-0050　℻ 072-956-7867
エコプラザはにふ（中央スポーツ公園）
☎ 072-959-3567　℻ 072-959-3568
時とみどりの交流館（峰塚公園管理棟）
☎ 072-942-6647　℻ 072-942-6647
道の駅 しらとりの郷・羽曳野総合棟

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-957-6900　℻ 072-957-6910
子育て支援センターふるいち
☎ 072-958-3308　℻ 072-958-3350
子育て支援センターむかいの
☎ 090-8880-0058　℻ 072-953-6361
向野老人いこいの家
☎ 072-952-0033　℻ 072-952-0033
給食センター
☎ 072-958-2306　℻ 072-958-1082
社会福祉協議会
☎ 072-958-2315　℻ 072-958-3853
シルバー人材センター
☎ 072-936-1500　℻ 072-936-1511
柏原羽曳野藤井寺消防組合
☎ 072-958-0119　℻ 072-958-9900
羽曳野警察署
☎ 072-952-1234　℻ 072-952-2531
藤井寺保健所
☎ 072-955-4181　℻ 072-939-6479
藤井寺郵便局
☎ 072-954-2601　℻ 072-938-8591
柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333　℻ 072-976-3331
クリーンピア 21（休業日：㈫）
☎ 072-975-2580　℻ 072-975-2577
健康ふれあいの郷 グラウンド・ゴルフ場

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-950-6611　℻ 072-950-3888
茶山テニスコート（土・日・祝日のみ）
☎ 072-959-8836

主な公共施設

《市内図書館》の電話番号は、 図書館だよりの
ページをご確認ください。

－ 制度・お知らせ －  
道路占用料の改定
　令和 2 年第４回定例市議会におい
て羽曳野市道路占用料徴収条例の一
部を改正する条例が可決され、令和
3 年４月１日より施行となります。
これに伴い、道路占用料の額が改定
となります。
　主な改定内容は下記の表のとおり
です。その他の占用物件については、
ウェブサイトをご覧ください。

改定後 改定前
電柱
1 本につき 年 3,500 円 年 3,400 円

■■問問問問  道路公園課

≪都市計画課からのお知らせ≫
特定生産緑地の指定
　昨年 12 月 11 日付けで特定生産
緑地を指定しました。関係図書はウ
ェブサイトおよび都市計画課の窓口
でご覧になれます。なお、特定生産
緑地の指定申請は令和 4 年 3 月 31
日㈭まで引き続き受付けています。
■■対対■■象象  平成 4 年から 5 年に指定を受
けた生産緑地

南部大阪都市計画生産緑地地区の変更
　昨年 12 月 11 日付けで生産緑地
地区の変更を行いました。関係図書
はウェブサイトおよび都市計画課の
窓口でご覧になれます。

≪環境衛生課からのお知らせ≫
電動マッサージチェア、介護用ベッドの廃棄の仕方について
　従来「電動マッサージチェア」は、大人 2 人で持ち上げ可能な場合は、
もえないごみで回収していましたが、令和 3 年 4 月より、
臨時ごみ（有料）[ 羽曳野市環境衛生事業協同組合に収集を依頼 ]、
または [ 柏羽藤クリーンセンターへの自己による搬入ごみ（有料）]
での取り扱いに変更となります。
　「介護用ベッド」は、臨時ごみ（有料）[ 羽曳野市環境衛生事
業協同組合に収集を依頼 ]、または [ 柏羽藤クリーンセンター
への自己による搬入ごみ（有料）] での取り扱いを始めました。

生ごみ処理機購入助成事業の廃止
　同事業は、令和２年度末（令和３年３月 31 日）をもって廃止となります。生
ごみ処理機購入助成金につきましては、令和３年３月 31 日までに申請してい
ただきますようお願いいたします。令和３年４月１日以降に提出された申請に
ついては、助成金の対象となりませんのでご注意ください。

≪高年介護課からのお知らせ≫
おむつ代（高齢者）の医療費控除
　おむつ代の医療費控除を受ける方は、かかりつけ医師の証明書が必要
ですが、次の要件をすべて満たす方は、高年介護課で証明書を無料発行
できる場合があります。

【要件】・要介護認定を受けており、おむつ代の医療費控除を受けるのが
2 年目以降の方
・主治医意見書の記載内容において、寝たきり状態かつ治療上おむつの使
用が必要であると認められる方。
高齢者に所得税・地方税法上の障害者控除対象者認定書を交付
　65 歳以上で身体や精神に障害があり、要介護認定を受けている方で、
所定の基準を満たされた方に、所得税や市・府民税の障害者控除を受け
られる際に必要な障害者控除対象者認定書（無料）を交付します。
■■問問問問   高年介護課 認定担当 
　 ☎ 072-947-3821（直通）℻ 072-950-2536

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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●子ども医療の対象年齢を「18 歳まで」拡大
令和 3 年 3 月診療分まで 令和 3 年 4 月診療分から

対
象

15 歳になって
最初の３月 31 日まで

18 歳になって
最初の３月 31 日まで

助
成
内
容

診療を受ける際に、保険証に添えて「子ども医療証」
を医療機関へ提示することで、次の自己負担額で受
診していただけます。
＜自己負担額＞１ヵ月あたり、１つの医療機関で入
院・通院とも１日 500 円まで。
同じ医療機関で２日目まで 500 円、３日目以降無料
薬局（院外処方）：無料、入院時食事代：無料

※ひとり親家庭医療や生活保護を受給している方は、引き続
き公費で医療費が給付されますので、対象となりません。
※制度開始が令和３年４月からですので、現在 18 歳（平成
14 年 4 月 2 日～平成 15 年 4 月 1 日生まれ）の方は対象に
なりません。

　羽曳野市では、令和 3 年 4 月から
子ども医療費助成制度の対象年齢を拡大し、
18 歳までの子ども医療費を助成します。

≪保険年金課からのお知らせ≫　福祉医療費助成制度が変わります（令和３年４月から）

●精神病床への入院医療費を助成対象に
　平成30年４月以降に資格認定された方は、令和3年３月31日まで、精神病床への入院医療費について助成対象外となっておりますが、令和
3年４月以降、子ども医療・ひとり親家庭医療・重度障害者医療を受給しておられるすべての方の精神病床への入院にかかる医療費を助成します。

●重度障害者医療、ひとり親家庭医療の入院時の食事代の助成を見直し
令和3年3月診療分まで 令和3年4月診療分から

重度障害者医療（食事代）健康保険上の非課税世帯のみ無料（後日請求必要） 廃止
ひとり親家庭医療（食事代） すべての対象者につき医療機関での支払い無料 18歳になって最初の３月31日まで医療機関での支払い無料
※３月末までに資格認定され、４月以降も継続して資格がある方は、10 月診療までは引き続いて助成を行います。

●重度障害者医療の住所地特例施設を拡大
　羽曳野市在住の方が、他市町村（大阪府内）の施設に入所し、施設所在地に住所変更した場合は、 羽曳野市で重度障害者
医療を受給することになります。令和３年４月から対象となる施設を追加します。

令和３年３月診療分まで 令和３年４月診療分から
対象施設 障害者支援施設のみ 病院、診療所、児童福祉施設、障害者支援施設、老人福祉施設、介護保険施設、介護保険特定施設

【加入保険】国民健康保険（国保組合を除く）・後期高齢者医療
※令和３年３月末時点で対象施設へ入居中の方で、今回の改正で医療証を交付する市町村が変わる方については、次の医療
証更新時（令和３年 11 月）から変更となります。

●老人医療の経過措置期間が終了
　平成 30 年３月 31 日の制度廃止以前から助成対象となっていた方には、経過措置として、引き続き助成を行っておりますが、
経過措置期間は令和３年３月 31 日で終了します。令和３年４月１日以降、医療証の交付はできませんのでご了承ください。

高額医療・高額介護合算制度　
　同制度は、世帯で１年間（令和元年 8 月 1 日～令和２年 7 月 31 日）に支払った医療保険と介護保険の自己負担金の合計額が、
自己負担限度額（下表）を超えた場合に、申請に基づき、その超えた額が支給されるものです。大阪府後期高齢者医療広域連合から、
支給の対象となる被保険者の方に、お知らせと支給申請書が送付されますので、同封の返信用封筒で、必要事項をご記入・押印のうえ、
同連合あてに返送してください。申請方法、支給対象者などのご不明な点につきましては、お問い合わせください。

課税状況 所得区分 後期高齢者医療制度における負担割合 自己負担限度額（年額）（医療保険＋介護保険）

課税世帯 現役並み所得者
課税所得 690 万円以上

３割
212 万円

課税所得 380 万円以上 141 万円
課税所得 145 万円以上 67 万円
一般

１割
56 万円

非課税世帯 低所得Ⅱ 31 万円
低所得Ⅰ 19 万円（※）

※低所得Ⅰで介護サービス利用者が複数いる世帯の場合、介護支給分については、低所得Ⅱの自己負担限度額 31 万円が適用されます。
■■問問問問   大阪府後期高齢者医療広域連合 給付課 ☎ 06-4790-2031
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≪学校教育課からのお知らせ≫
就学援助費 ( 新入学用品費 ) の
早期支給申請
　令和３年度に小・中学校へ入学・
進級予定児童生徒の保護者の方で希
望者に、新入学用品費を４月に支給
します。
■■対対■■象象  羽曳野市立の小学校、中学校へ
入学・進級予定児童生徒の保護者の
方で、次の①②全てに該当する方
①令和３年４月１日現在で羽曳野市
に在住し、羽曳野市が設置する学校
に在籍する児童生徒の保護者
②令和３年２月２８日現在「令和２
年度　就学援助制度」の受給認定者、
若しくは受給資格に該当する方
※小学校および中学校には、義務教
育学校前期および後期課程を含みま
す。
支給額

（予定）
小学校 51,600 円
中学校 60,000 円

支給日 令和 3 年 4 月下旬
受付場所 学校教育課
受付期間 2 月 1 日㈪～ 26 日㈮

持ち物

受給認定者の方は①印鑑
と②振込先がわかるもの

（通帳など）、それ以外の
方は上記２点および③認
定資格を証明するもの

※詳細は市ウェブサイトをご覧くだ
さい。
■■問問問問  学校教育課　
☎ 072-947-3907（直通）

就学通知書を対象のご家庭に送付
　４月から小学校・中学校・義務教
育学校に入学されるお子さんに対
し、就学通知書を１月下旬に発送し
ました。通知書が届かないとき、住
所異動したとき、国立・私立学校な
どに入学されるときは、学校教育課
まで必ずご連絡ください。
■■問問問問  学校教育課　
☎ 072-947-3907（直通）

≪市民課からのお知らせ≫
コンビニ交付サービス、窓口受付サービスの一時利用停止

（システムメンテナンスのため）
停止期間 2 月 25 日㈭ 終日

■■問問問問  市民課

【日曜窓口】マイナンバーカードの受け取り、電子証明書更新手続き
■■とと■■きき  2 月14 日㈰、28 日㈰ 9:00 ～12:00
■■場場■■所所  ①市民課（市役所本館1階②番）もしくは支所
　　　※受取場所は人により異なります。
　　　　交付通知書（はがき）に記載の受取場所へお越しください。
＜マイナンバーカードの受け取り＞

持物
・交付通知書（はがき）　　・通知カード　　・印鑑
・本人確認書類★　　　　・住民基本台帳カード（お持ちの方）
★運転免許証などの顔写真つきの書類なら1点。それ以外の書類は2点以上

＜マイナンバーカードの電子証明書更新手続き＞
持物 ・マイナンバーカード　・更新通知書

※上記以外の業務は行いません。　※原則ご本人様が受け取り者です。
※必要書類に不足があると受け取ることができません。
※日曜窓口は混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます。
　ご迷惑をおかけしますがご理解をお願いします。
■■問問問問  市民課 ☎ 072-958-1111内線1670／支所 ☎ 072-955-0583

中小企業にパートタイム・有期雇用
労働法が適用されます　
　令和３年４月１日から、中小企業
にも「パートタイム・有期雇用労働
法」および「同一労働同一賃金ガイ
ドライン」が適用されます。中小企
業においては、同法および同ガイド
ラインに沿った雇用管理の実現に向
けた取組を進めていただきますよう
お願いいたします。
■■問問問問  大阪労働局雇用環境・均等部指導課
☎ 06-6941-8940

（２月）『生活排水対策推進月間』
「大和川流域水質改善強化月間」
　大和川の水の汚れは、約７割が生
活排水（トイレ、台所、風呂、洗濯
など）で、河川流量が減少する冬期
に影響が大きくなります。大阪府で
は、生活排水をできるだけ汚さずに
流すための工夫を呼びかけていま
す。「食器類の汚れは拭き取ってか
ら洗う」「油、食べ残しは流さない」
などの実践にご協力ください。
■■問問問問   問問大阪府事業所指導課
☎ 06-6210-9585

こんな時は、水道局にご連絡を！
料金【水道料金お客様センター】
☎ 072-957-7770（直通）
名義変更・住所変更時の手続き
水道料金のお支払い
使用水量、検針
工事【工務課給水担当】
☎ 072-947-3942（直通）
給水装置に関するご相談
受水槽（貯水槽）に関するご相談
指定工事店に関すること
漏水・水質【工務課管理担当】
☎ 072-947-3942（直通）
漏水に関するご連絡
水質に関する情報、ご相談

浄化槽の適切な維持管理を
　浄化槽をご使用の方は、保守点検
と清掃にあわせて、知事指定検査機
関（一般社団法人大阪府環境水質指
導協会 ☎ 072-257-3531）が実施
する定期検査を年 1 回、受ける必要
があります。良好な処理水質が確保
できるよう努めましょう。
■■問問問問   問問藤井寺保健所衛生課
☎ 072-952-6165
℻ 072-952-6167

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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羽曳野市緑の少年団 ～団員募集～
　緑を愛し、守り、育てる心を養うこと
を目的に活動する子ども達の団体です。
＜活動内容＞みどりにふれあう活動、
キャンプ、駅前花いっぱい活動、ふ
れあい学習活動など
■■￥￥   会費年 1,000 円
■■対対■■象象   市内在住の小学３年生～中学３
年生（令和 3 年４月現在）
■■申申■■込込   3 月 12 日㈮まで　
■■問問問問   道路公園課 みどり推進室 
☎ 072-947-3707（直通）

パブリックコメント募集
「第４期羽曳野市地域福祉計画」
　計画素案に対して、市民の皆様か
らのご意見を募集します。
＜計画素案の公開場所＞
市役所（福祉総務課・情報公開コー
ナー）・支所・各市立図書館で閲覧。
市ウェブサイトで公開。
＜対象＞
①市内在住・在勤・在学の方
②市内の事業者・法人・その他の団体
＜意見などの提出方法＞
3 月1日㈪までに、氏名、住所、年齢、
電話番号を明記の上、いずれかの方
法で提出ください。（郵送、FAX、メ
ール、持参）※匿名または電話によ
る意見は受け付けできません。
〒583-8585 誉田４－１－１福祉総務
課地域福祉担当（別館１階）
福祉総務課 [ 内線1122]
℻ 072-947-3840
メール　fukushisoumu@city.habikino.lg.jp

2 月 7 日は「北方領土の日」
　我が国固有の領土「北方領土」で
は、ロシアによる法的根拠のない占
拠が今なお続いています。四島の一
日も早い返還を実現し、この問題を
解決するためには、私たち一人一人
がこの問題への関心と理解を深め、
返還に向けた強い意思を世代・地域
を超えて共有することが大切です。

【令和 3 年度】会計年度任用職員の新規募集
　本市では、新年度から会計年度任用職員として一緒に働いていた
だける方を募集しています。選考および任用（採用）は各所属にて行
いますので、市ウェブサイトの募集ページより詳細をご確認のうえ、
お問い合わせください。ご応募をお待ちしています。
※会計年度任用職員とは、地方公務員法の規定に基づき、一会計年度（4 月1日
～3 月 31日）を超えない範囲で任用される非常勤職員のことです。
■■問問問問   問問人事課 ☎ 072-947-3809（直通）

学童保育の職員募集
①放課後児童支援員・補助員（週 5 勤務・社保有）
■■定定■■員員 2 人程度　■■対対■■象象  不問 ※資格の有無で賃金格差あり　
■■勤勤■■務務  週 5 日（平日 12:45 ～ 17:45、長期休みなど 8:30 ～ 17:15）　
■■任任■■用用  令和3年2月1日～3月31日（再度の採用あり）　■■他他  社会保険、ボーナスあり
②放課後児童支援員・補助員（週 3 勤務・扶養内）
■■定定■■員員 4 人程度　■■対対■■象象  不問　■■勤勤■■務務  週 3 日（平日 12:45 ～ 17:45、長期休みなど 
8:30 ～ 17:15）　■■任任■■用用  令和 3 年 2 月 1 日～ 3 月 31 日（再度の採用あり）
■■他他  扶養範囲内の業務
③放課後児童支援員の補助員（スポット勤務）
■■定定■■員員 10 人程度　■■対対■■象象  不問　■■勤勤■■務務  平日 12:45 ～ 17:45（長期休みなど 8:30
～ 17:15）※勤務可能な日だけの仕事。　■■他他  社会保険、福利厚生の加入なし
■■申申■・■・込込 ■■問問問問 履歴書の提出（郵送不可）社会教育課  ☎ 072-947-3902（直通）
※詳細は、社会教育課窓口にある募集要項または市ウェブサイトをご覧ください。
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東大阪ぎせんこう入校生募集
＜ 3 月選考 [ 入校日４月 12 日㈪ ] ＞
　ものづくりの知識や技能を身に付ける府立の専門校（募集科目：機械加工・営業科、
機械 CAD デザイン科、ものづくり基礎科、溶接・板金技術科、電気工事科）
■■対対■■象象  15 歳以上、18 歳以上（訓練期間：６カ月、１年）
※訓練期間、対象は科目によって異なる。
■■試試■■験験   ３月 22 日㈪（選考：学科（国語、数学）、面接試験）
■■申申■■込込   ２月１日㈪～３月 12 日㈮の期間に居住地を管轄するハローワークで申込。

（願書は同校およびハローワークで配布）
■■問問問問   大阪府立東大阪高等職業技術専門校☎ 072-964-8836
※ウェブサイト「東大阪ぎせんこう」で検索

－ 募 集 －  

【政府広報オンラインより転載】
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羽曳野市立図書館雑誌スポンサー募集（令和 3 年度）
【期間】 4 月～ 令和 4 年 3 月（年度単位）※年度途中からは問合せ
【費用負担】 雑誌の購入代金 1 年間分をまとめて指定先に支払い
【提供雑誌】 図書館所蔵の雑誌から選択
【配架場所】 市内各図書館より選択 ※ブックステーションコロセアムを除く
【対象】 企業、商店、組織・団体  ※個人不可、所定の審査あり
【広告表示方法】
・雑誌に装着する透明カバーの表面にスポンサー名
を表示（縦3cm×横10cm 以内）
・裏表紙全面に指定の広告を掲出
※詳細は、問い合わせるか市ウェブサイトをご
覧ください。
➡「羽曳野市　雑誌スポンサー」で検索
＜雑誌スポンサー一覧（令和 2 年度）＞
㈱高松ギフトプラニング、( 福 ) 大阪福祉事業財団 高鷲学園、お好み焼き「美吉乃」、
大阪府書店商業組合共同受注羽曳野市支部、羽曳野市商工会、恵我之荘商店会、ガー
ルスカウト大阪府第 36 団、㈱ライジング ( 朝日新聞 富田林北 )　他 1 件
■■問問問問   陵南の森図書館 （島泉 8-8-1） ☎ 072-952-2750　℻ 072-955-5015

全国瞬時警報システム全国一斉情報伝達試験の実施（第 3 回）
2 月 17 日㈬ 11:00　※市内 55 カ所に設置の防災無線から放送

【放送内容】上りチャイム音➡「これは J アラートのテストです」
　　　➡「こちらは、はびきのしです」➡下りチャイム音　■■問問問問   災害対策課

【市民応援デー】B.LEAGUE「大阪エヴェッサ」を応援しよう！ 
～小中学生は無料で試合をご観戦いただけます！～
●アリーナ 2 階自由席　●無料（通常前売価格：2,000 円）

【大阪エヴェッサ vs 名古屋ダイヤモンドドルフィンズ】
■■とと■■きき  3 月 6 日㈯ 15:05 試合開始
　　 3 月 7 日㈰ 15:05 試合開始
※時間は変更になる場合があります。
　事前に大阪エヴェッサ公式ウェブサイトをご確認ください。
■■場場■ ■ 所所 おおきにアリーナ舞洲（大阪市此花区北港緑地 2-2-15）
■■対対■問■問象象 市内在住・在学の小・中学生
■■申申■■込込  締め切り 3 月４日㈭まで
➡①事前に申込フォームからお申し込みください。
※応援デーは事前申込制です。申込無くご来場の場合、
　通常のチケット価格となります。
※対象席種が完売になった場合、申込期間内でも企画を
　終了させていただく可能性があります。
➡②申込のアドレスへ当日の案内をお送りします。
➡③会場特設ブースにてチケットをお引き換えください。
■■問問問問   大阪エヴェッサ クラブオフィス ホームタウン担当
☎ 0120-937-625（平日 10:00 ～ 17:00）

「万博の桜 2025」プロジェクト
～寄附をお願いします～
　万博の桜 2025 実行委員会では、
個人、法人の皆様からご寄附を募り、
その資金をもとに大阪府内を中心に
2025 本の桜を植樹する取組みを進
めています。寄附は 1 万円単位で、
寄附者のお名前を記したプレートを
桜に取り付けていきます。
　2025 年の大阪・関西万博を盛り
上げ、万博開催後も毎年花を咲かせ、
大阪のまちを彩りながら、人々の心
に残していく本プロジェクトへのご
協力をよろしくお願いいたします。
■■問問問問  万博の桜 2025 実行委員会事務局

（公益財団法人国際花と緑の博覧会
記念協会内）☎ 06-4400-8739
メール   sakura2025@expo-cosmos.or.jp
※詳細はウェブサイトまたはお問い
合わせください。
➡「万博の桜 2025」
　  で検索

はびきの「軽トラ市」出店登録者
募集（令和３年度）
　軽トラックの荷台などに地域特産品

（野菜や果物、加工品や工芸品等）や
飲食物を積み込んで、宣伝や販売を
行いながら自慢の一品の PR 販売を
行いませんか。出店に関する詳細は、
事前登録時に説明します。
■■申申■■込込   出店登録書を市ウェブサイトよ
りダウンロードし、必要事項を記入
の上、メール、FAX または窓口へご
提出ください。
※開催内容によっては、出店者を限
定する場合があります。詳しくは、お
問い合わせください。
■■問問問問   観光課 [ 内線 2760] 
℻ 072-950-2055
メール kankou@city.habikino.lg.jp

表紙 裏表紙

全面広告

スポンサー名

Ⓒ OSAKA EVESSA

▲申込フォーム
　　QR コード
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－ 催 し －  
～お得な特典いっぱい！～
はびきのクーポン付きマップ配布中！
　古市駅周辺のお
店を紹介する「はび
きのクーポン付きマ
ップ」を発行しまし
た。掲載店舗で特
典を受けることがで
きるクーポン付き。
市内公共施設、近鉄古市駅、商工会
にて配布しています。
■■問問問問  羽曳野市商工会 ☎072-958-2331

近鉄南大阪線沿線事業所
～ミニ面接会を開催～
■■とと■■きき  2 月12日㈮・22日㈪
　　 14:00 ～16:00　
■■場場■ ■ 所所 ハローワーク藤井寺3 階大会議室 
※参加事業所各日１社（予定）
※決まり次第ウェブサイトに掲載
※要事前申込
■■問問問問  ハローワーク藤井寺
☎ 072-955-2570（内線 41＃）

※中止のお知らせ※
『世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」
の保護と継承』

【「百舌鳥・古市古墳群」世界遺産登
録1周年記念シンポジウム】
　2 月 6 日㈯開催予定の同シンポジ
ウムは、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、中止となりました。
参加を楽しみにされていた皆さんに
は、大変申し訳ございませんが、ご了
承お願い致します。
■■問問問問  世界遺産課

【羽曳野市観光協会・羽曳野まち歩きガイドの会主催】
羽曳野まち歩きガイドの会　歴史遺産イベント
聖徳太子没 1400 年を記して「王陵の谷」を巡る
■■とと■■きき  2 月 21 日㈰ 13:00 集合（近鉄「喜志駅」東ロータリーバス停）
＜コース：喜志駅～（バス乗車）～叡福寺～用明天皇陵～敏達天皇陵～推古天皇
陵～孝徳天皇陵～喜志駅または上ノ太子駅＞
■■定定■■員員  30 人（先着順）　■■￥￥  運営協力費 200 円　
■■申申■・■・込込 ■問■問問問問問 同会（細見）携帯 080-5328-1137　メール k.hosomi.11373@onyx.ocn.ne.jp

大阪府立近つ飛鳥博物館（2 月）
冬季特別陳列「南河内の古代寺院と造営氏族」
■■とと■■きき  3月28日㈰まで10:00 ～17:00（入館は16:30まで、※㈪を除く）
■■場場■ ■ 所所 大阪府立近つ飛鳥博物館 特別展示室　
■■￥￥  一般310円［250 円］、高校・大学生、65 歳以上 210 円［170 円］、中学生以下・
障害者手帳をお持ちの方（介助者1人含む）無料（［ ］内は 20 人以上の団体料金）
■■申申■■込込  問問展示室入館は申込不要。講座などの催しは往復はがきで申込。詳細は当館
ウェブサイトまたはお問い合わせください。
■■問問問問  大阪府立近つ飛鳥博物館（大阪府南河内郡河南町大字東山２９９）
☎ 0721-93-8321 FAX0721-93-8325

羽曳野少年少女合唱団
第３０回定期演奏会 ～拡がれ歌声の輪～　
　創立４８周年を迎え、定期演奏会を開催
■■とと■■きき  3 月14 日㈰１３:30 開演（13:00 開場）
■■場場■ ■ 所所 ＬＩＣはびきの　ホールＭ
■■問問問問  合唱団育成会（相内）☎ 090-1719-0010

プ
ロ
グ
ラ
ム

第１ステージ　「私達のレパートリー」より
　♪こころ　♪勇気100％　♪大阪風お好み焼き　他
第２ステージ「にほんの歌」
　♪三つのわらべ歌　♪八木節　♪キッズそうらん　他
第３ステージ「ジュニアステージ」「シニアステージ」
　♪優しいあの子　♪世界はあなたに笑いかけている　他
第４ステージ　「世界の歌めぐり」
　♪オ！ブレネリ　♪トロイカ　♪花まつり　他

【主催：羽曳野少年少女合唱団・羽曳野少年少女合唱団育成会】
【後援：羽曳野市・羽曳野市教育委員会・全日本少年少女合唱連盟・羽曳野市合唱連盟】

広 

告

広告掲載に関する問問い合わせは問問合同会社 IM総合企画問問☎ 072-275-5449

※本紙掲載の講座や催しなどは、新型コロナウィルス感染症の拡大状況などにより、
内容の変更や、延期・中止の可能性があります。詳しくはお問い合わせください。
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市民会館、各コミュニティセンター教室生募集
○申込みは直接、窓口まで。詳細はウェブサイトまたはお問い合わせください。
市民会館
☎072-958-2311

丹治はやプラザ
☎072-937-2355

石川プラザ
☎072-950-2002

ＭＯＭＯプラザ
☎072-957-5553

ピラティス
フラワーアレンジメント

女性のための瞑想・癒しヨガ
歌声くらぶ
リフレッシュヨガ
太極拳
民踊
はじめてのフラダンス

歌声くらぶ
健康・美人大学
土曜ベーシックヨガ
やさしいヨガ
ママヨガ
フラダンス（初心者・経験者）
ゆう～遊太極拳
背骨コンディショニング

ベビーダンス
（3 カ月～ 2 歳前後）
キッズ☆ベビーダンス

（1 歳半～就学前）
リフレッシュヨガ
ストレッチヨガ
ベーシックヨガ

歌声コンサート in 市民ホール
■■とと■ ■ きき 2 月 21 日㈰ 14:00
　　　　　　　　（開場 13:30）
■ ■ ￥￥ 1,200 円（前売り 1,000 円）

※問新型コロナウイルス感染症の感染状況などにより、催物・教室などを中止・変更する場合があります。

－ 講 座 －  

はびきの中学生 study-O 
－2 月の日程 －

・東教室（市役所会議室）
・西教室（あいあいハウス［支所北隣］）
6 日㈯・7 日㈰・20 日㈯・21日㈰
午前クラス  9:30 ～12:30
午後クラス 13:30 ～16:30
■■対対■■象象問問問問中学生

（市内在住・在学）
■■￥￥問問問問無料　
※随時受付中！
詳しくは、市ウェブサイトまたは担当まで。

《大学生サポートスタッフ募集中！》
■■問問問問   問問政策推進課 特命プロジェクトチーム

【介護予防できらきらシニア】熟年元気教室
コース 日時 場所

骨粗鬆症予防コース 2 月17日㈬13:30 ～15:00 頃 高年生きがいサロン３号館

認知症予防コース 2 月19 日㈮13:30 ～15:00 頃 高年生きがいサロン６号館
2 月26 日㈮10:00 ～11:30 頃 高年生きがいサロン２号館

※当日の体温 37.5 度以上の方、風邪症状のある方は参加できません。
※新型コロナウイルス感染症の感染状況などにより、中止・延期する場合があります。
■■対対■問■問象象 65 歳以上の市民　■■定定■■員員   各日15人程度（先着順）
■■持持■■物物   筆記用具、飲み物、マスク、眼鏡（必要な方）
■■申申■■込込  2 月1日㈪ 9:00 ～地域包括支援課の窓口、または電話で申込。　
■ ■ 問問問問 地域包括支援課　☎ 072-947-3822（直通）

大阪菊花会菊花講習会
大阪菊花会主催の菊づくり講習会はどなたでも参加できます。
■■とと■ ■ きき 各13:00 ～（3 月1日は13:45 頃～）
第1回 3 月7日㈰ ※中止（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため）
第 2 回 4 月 4 日㈰ 大菊親株の管理・培養土作り・福助作り・大菊挿し芽・

鉢上げ・摘芯・ぼん天作り ほか
第 3 回 5月16 日㈰ 大菊三枝誘引・大鉢定植・だるま作り ほか
第 4 回 6 月13 日㈰ 大菊真夏の管理・柳芽の処理・肥料追い込み・蕾の選定ほか
5 月16 日㈰大菊苗販売（講習会終了後）、7月 25 日㈰福助苗販売（13:00 ～）
※陵南の森 藤棚の下にて販売
■■場場■■所所   問問陵南の森公民館　2 階第1研修室　■■￥￥問問問問講習会は無料
■ ■ 問問問問 大阪菊花会（芝田）携帯 090-1890-0955
　 または みどり推進室　072-947-3707（直通）

広 

告

広告掲載に関する問問い合わせは問株式会社宣成社問☎ 06-6222-6888

※本紙掲載の講座や催しなどは、新型コロナウィルス感染症の拡大状況などにより、
内容の変更や、延期・中止の可能性があります。詳しくはお問い合わせください。
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はびきの市民大学　☎ 072-950-5503　℻ 072-950-5650
○申込：来館・電話・ＦＡＸのいずれか。※先着順。　　○対象 :市内外を問いません。　　　　問問 〇場所:LICはびきの内施設　　　　  
○その他講座の詳細は市民大学ウェブサイトをご覧いただくか、お問い合わせください。　

＜聴講生募集＞
申込は講義前日まで

■■￥￥ 800 円（当日支払）

JAPANSTUDY「世界に誇れる日本料理」「日本の食文化」
■■とと■ ■ きき 2 月 9 日㈫ 10:45 ～ 12:15、10 日㈬・18 ㈭ 10:30 ～ 12:00
新しい時代に持続可能な文化をさぐる【学長企画講座】　
■■とと■ ■ きき 2 月 6・13・20・27 日㈯ 10:30 ～ 12:00

『平家物語』の人間像 - 木曽義仲の物語 -　
■■とと■ ■ きき 2 月 7・14・21・28 日㈰ 15:00 ～ 16:30
地域の変化とこれからの観光　
■■とと■ ■ きき 2 月 6・13・20・27 日㈯ 13:00 ～ 14:30　※20 日はオンライン形式

※感染予防対策として、入室の際に検温します。（37.5 度以上の場合は、受講をご遠慮いただきます。）
　手指消毒していただいた後、着席してください。受講時はマスクの着用をお願いします。
※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、中止・変更する場合があります。

白鳥児童館だより（2 月）  
翠鳥園 2-9-101  ☎・℻ 072-957-4900

【利用時間】㈪～㈯10:00～12:00 ／13:00～17:00
※㈰㈷除く
■■対対■■象象     小学生・保護者同伴の乳幼児
■■申申■■込込  電話受付 9:00 ～
わくわく子育て広場 
＜ゆらゆらおひなさまを作ろう！＞
■■とと■ ■ きき 8 日㈪10:30 ～ 11:30
将棋であそぼう　■■とと■ ■ きき 10 日㈬15:30 ～ 16:30
絵本のへや（絵本・紙芝居など）　
■■とと■ ■ きき 15 日㈪・22 日㈪10:30 ～ 11:30
みんなで遊ぼう水曜日 ＜なわとびで遊ぼう！＞　
■■とと■ ■ きき 24 日㈬15:00 ～ 16:00
※内容は変更や中止になる場合があります。

青少年児童センターだより （2 月）  
向野 3-1-33　☎ 072-952-0032  ℻ 072-937-8580 

［一般開放］㈪～㈮13:00 ～17:00 ・㈯ 9:00 ～17:00　※㈰㈷除く 

■■申申■■込込  電話・窓口（定員のある事業は 4 日㈪から申込受付）
子ども広場「将棋教室」 ～初めての人・興味を持った人は気軽にご参加ください～
■■とと■ ■ きき 6 日・13 日・20 日・27 日㈯ 15:00 ～ 16:00 ※日程
変更の場合あり　■■対対■ ■ 象象 おおむね小学1～ 6 年生
おもしろ教室「ひな飾りのポップアップカード」
～開くとおひなさまが起き上がるカードをつくりましょう～
■■とと■ ■ きき 13 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■■対対■ ■ 象象 幼児と小学生（小学1年
生まで保護者同伴）　■■定定■ ■ 員員 15 人（先着順）　■■持持■■物物  筆記用具・は
さみ・のり・定規
子育てセミナー「親子体操」～親子で楽しく体を動かそう～
※初めての方は電話で事前登録が必要
■■とと■ ■ きき 20 日㈯10:00～11:30　■■場場■ ■ 所所 同センター体育館
■■持持■■物物  体育館シューズ（親子とも）
■■対対■ ■ 象象 どなたでも可（主に 3 ～ 4 歳）
※詳細はお問い合わせください。

広 

告

広告掲載に関する問問い合わせは問問合同会社 IM総合企画問問☎ 072-275-5449
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【子どもゆめ基金助成活動】
親子でチャレンジ～かけっこと逃走中～
　走り方教室、スポーツテスト、スト
ラックアウト、「逃走中鬼ごっこ」など
■■とと■ ■ きき 2月23日（火・祝）① 9:15～11:15
または②12:00 ～14:00
■■場場■ ■ 所所 はびきのコロセアム（メインアリーナ）
■■対対■■象象  小学生とその保護者 (4 人まで）
■■定定■■員員  問問各回 30 人　■■￥￥  無料
■■申申■・■・込込 ■ ■ 問問問問 2 月14 日㈰までに、ウェ
ブサイトから申し込み
一般社団法人 SCATTO（イサシ）
携帯 090-1717-3966

「SCATTO イベント」で検索

【羽曳野市体育協会 柔道連盟主催】 
柔道教室 生徒募集（見学・体験随時）
■■とと■■きき  4 月 9 日㈮以降、毎週㈫㈮

（1日でも可能）18:30 ～20:00　
■■場場■■所所  峰塚中学校 柔道場　
■■対対■■象象  市内在住の小・中学生　
■■￥￥  月1,000 円、スポーツ保険料

（年 800 円）　
■■申申■・■・込込 ■ ■ 問問問問 ㈫㈮に練習場で受付。
羽曳野市柔道連盟（高木） 
☎ 072-957-2901
またはスポーツ振興課 [ 内線 4413]
℻ 072-956-7196

はびきのコロセアム教室参加者募集　【申込・問】はびきのコロセアム  ☎ 072-937-3123
※電話申込不可、代理可、申込時に参加費持参。 ※定員を超えた場合は抽選。※詳細はウェブサイトをご覧ください。
運動のプロが教える若返りのための健康レシピ　～高村病院理学療法士が健康に関する講座と運動をお伝えします～
■■とと■■きき  3 月 12 日㈮ 13:30 ～　■■場場■■所所  サブアリーナ　■■対対■■象象  60 ～ 70 歳代 　■■申申■■込込  2 月 8 日㈪ 9:00 ～　■■定定■■員員  20 人 　
■■持持■■物物  運動できる服装・上靴・飲み物・着替え　※対象外：不安定な狭心症・重度の心不全・1 カ月以内の心筋梗塞・1 年以内に冠動脈
の手術や拡張術を受けた方・運動制限を要する心疾患・重度の慢性閉塞性肺疾患・脳血管疾患・末梢血管疾患・コントロール不良の糖
尿病・重度の高血圧・運動前にすでに動悸・息切れがある方や、基本的に医師から運動自体を制限されている方
大阪エヴェッサチアダンススクール ※時間帯変更の場合あり　■■とと■■きき  2 月 1 日・8 日・15 日・22 日㈪【キッズ 4 歳～年長】17:00 ～
18:00、【ジュニア①小学１～３年生】18:15 ～ 19:15、【ジュニア②小学 4 年～中学生】19:30 ～ 20:30　■■場場■■所所  コロセアム　■■定定■■員員  
若干名（市外可）　■■￥￥  4 回 6,600 円（保険料含む）　■■持持■■物物  運動できる服装・上靴・飲み物・着替え　■■申申■■込込  1 月 25 日㈪ 9:00 ～

市民体育館（西浦） 教室参加者募集　【申込・問】市民体育館（西浦）  ☎ 072-958-2340
※電話申込不可、代理可、申込時に参加費持参。※申込開始時点で定員超えは抽選。 ※詳細はウェブサイトをご覧ください。
朝ＹＯＧＡ教室　■■とと■■きき  3 月 13 日まで [ 毎週㈯ ]【Ａクラス】9:30
～ 10:30 【Ｂクラス】10:50 ～ 11:50　■■対対■■象象  18 歳以上の男女（市
外可）　■■定定■■員員  若干名　■■￥￥  3,500 円（保険料含む）　■■申申■■込込  受付中

整ヨガ教室　■■とと■■きき  3 月 22 日まで [ 毎週㈪ ]【Ａクラス】18:30
～ 19:30［Ｂクラス］19:50 ～ 20:50　■■対対■■象象  18 歳以上の男女（市
外可）　■■定定■■員員  若干名　■■￥￥  3,500 円（保険料含む）　■■申申■■込込  受付中

カラダほぐし教室　■■とと■■きき  3 月 18 日まで [ 毎週㈭ ]10:00 ～ 11:00
■■対対■■象象  18 歳以上の男女（市外可）　■■定定■■員員  若干名　■■￥￥  5,100 円（保険
料含む）　■■申申■■込込  受付中

女性の NIGHT YOGA 教室　■■とと■■きき  3 月 18 日まで [ 毎週㈭ ]【Ａク
ラス】18:30 ～ 19:30 【Ｂクラス】19:50 ～ 20:50　■■対対■■象象  18 歳以上の
女性（市外可）　■■定定■■員員  若干名　■■￥￥  3,500 円（保険料含む）　■■申申■■込込  受付中

大阪府障がい者スポーツ大会 参加者募集
陸上競技 5月 9 日㈰ 万博記念競技場
卓球・STT（サウンドテーブルテニス） 5月15 日㈯ 東和薬品 RACTABドーム
アーチェリー 5月16 日㈰ 浜寺公園アーチェリー場
ボウリング 5月22日㈯ 牧野松園ボウル
フライングディスク 5月23 日㈰ ファインプラザ大阪
水泳 5月29 日㈯ 東和薬品 RACTABドーム
ボッチャ 5月 30 日㈰ ファインプラザ大阪
■■申申■・■・込込 ■■問問問問問問問問 2 月 9 日㈫～3 月15日㈪（予定）までに、障害福祉課で配布する参加
申込書に必要事項を記入し、お申し込みください。
障害福祉課（別館1階④窓口） ☎ 072-947-3824（直通） ℻ 072-957-1238 

府立高等学校（懐風館高等学校・西浦支援学校）グラウンド開放
　学校行事に支障の無い範囲で、一般開放

【懐風館高校：軟式野球、ソフトボール、サッカーなど　※硬式野球は不可】
【西浦支援学校：グラウンド・ゴルフ、ゲートボール】

必ず、学校施設利用団体登録をしてください！
●登録がない場合、1年間の施設利用はできません。
●年度途中の登録はできないので、申込期間中に登録してください。

［登録申込書の配布場所］スポーツ振興課・はびきのコロセアム・市民体育館（西浦）
■■対対■■象象 10人以上の市内在住または在勤者で編成された社会人チーム　
■■期期■■間間 5月1日～令和 4 年 3月31日
■■申申■・■・込込 ■■問問問問問問問問2 月1日㈪～15 日㈪まで。持参または、郵送（到着確認 TEL 必須）。
FAX不可。〒583-8585 誉田 4-1-1スポーツ振興課

駒ヶ谷テニスコート（SSK テニススクール）　【申込・問】☎ 072-957-5963
※詳細はウェブサイトを検索またはお問い合わせください。
ジュニアテニスクリニック＆ジュニアマッチ練習会のご案内
■■とと■■きき  問問毎週㈯【テニスクリニック】9:00 ～11:00　【マッチ練習会】13:00 ～17:00
　　※雨天中止（開始1時間前に決定）※場合により中止する週があります。
■■対対■■象象  問問自身で試合を行える方　■■定定■■員員  問問各 8 人 ※最低開催人数 3人
■ ■ ￥￥【テニスクリニック】一般3,000円・在籍2,000円　【マッチ練習会】一般3,000円・
在籍 2,000 円　【クリニック・マッチ練習セット】一般 5,000 円・在籍 3,000 円（税込）
 ■■申申■■込込・・問問 ■■問問問問問問問問各開催日1週間前までに、電話申込。※申込後のキャンセル不可。

－ スポーツ －  
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－ 市民のページ － 
ボランティア・市民活動わくわく講座
折り紙ボランティア養成講座
■■とと■ ■ きき 2 月24 日㈬13:30 ～15:30、
3 月 3 日㈬13:30 ～15:30
■■場場■■所所   問問 エコプラザはにふ　■■対対■ ■ 象象 羽曳
野市内でボランティア活動ができる方
■■持持■■物物  15 ㎝角柄なし折り紙、筆記用
具、定規、はさみ、のり
■■申申■ ■ 込込 事前に電話連絡か窓口まで
■■問問問問   問問羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315

ワードさくさく活用講座
■■とと■■きき   問問①～③13:30 ～16:00
① 3 月 4 日㈭ 名刺
②  3 月11日㈭ 名刺バリエーション
③ 3 月18 日㈭ ポスター
■■場場■■所所   市民会館 2 階会議室
■■対対■ ■ 象象 20 歳以上の初心者
■■定定■■員員   問問12 人（多数の場合抽選）  問問
■ ■ ￥￥ 1,300 円（3 回分・テキスト代込） 
■ ■ 他他 Windows10 使用
■■申申■ ■ 込込 はがき［郵便番号・住所・氏名（ふ
りがな）・電話番号（必須）を明記］
2 月10 日㈬必着 
〒 583-8585 羽曳野市社会福祉協
議会気付、羽曳野ＩＴサポート会宛。
※ウェブサイトから申込可。
■ ■ 問問問問 羽曳野 ITサポート会（本田） 
☎ 072-939-3733
携帯  090-5169-9031

はびきのおもちゃ病院
■■とと■■きき   問問2 月14 日 ㈰ 9:00 ～12:00
■■場場■■所所   市役所別館 2 階
■■￥￥   問問部品交換の場合は実費負担
■■問問問問   問問羽曳野市社会福祉協議会 
☎ 072-958-2315（平日のみ）

マンツーマン・パソコンセミナー
基礎から応用 ①ワード ②エクセル
■■とと■ ■ きき ㈪～㈮ 9:30 ～、12:30 ～、
15:00 ～（各 2 時間）
※時間帯応相談。㈯㈰㈷休み。
■■場場■■所所   問問陵南の森生きがい情報センター内
■■￥￥     各講座10,000 円（5 回分・テキ
スト代込）※分納可 （1回 2,000 円）
■■申申■・■・込込 ■ ■ 問問問問 河内飛鳥 UNIC 会（島）
携帯  090-3716-3203

※中止のお知らせ※
第11回飛鳥川大クリーン作戦
　新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、3 月7日㈰に開催予定の同
クリーン作戦は中止いたします。
■■問問問問   問問飛鳥川じゃこ取りネットワーク事
務局（吉村）☎ 072-956-0722

野中寺からのお知らせ
　野中寺所蔵、重要文化財「弥勒菩
薩半跏思惟像」が 3 月 21日まで、
九州国立博物館での特別展「奈良中
宮寺の国宝展」で展示されます。つ
きましては、毎月18 日に行われる御
開帳日には不在となりますので、2 月・
3 月の拝観はありません。
■■問問問問   問問野中寺 ☎ 072-953-2248
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Q. インターネットで見たスニーカーが安かったので、
　　注文し、代金を振りこんだ。その後、商品が届かないの
　　で何度も問い合わせたが繋がらない。だまされたのか。
A. ネットで商品を購入する際は、次のことに注意しましょう！
　〇サイトに会社概要や住所、電話番号などが表示されているか
　　※連絡方法がメールだけのサイトは注意が必要
　　※住所番地が架空の番地や町名ではなく、地図上で実際に表示されるか
　〇返品、交換のルールは事前に確認
　〇振込先の口座名義名と会社代表者名が同じか
　　※銀行やコンビニの先払いのみのサイトは注意が必要
　〇申込内容をプリント、メモ、スクリーンショットなどで保存する

【消費生活相談】㈪～㈮10：00～12：00／13：00～15：30（相談受付）
　　　　　　　 まずは電話でお問い合わせください。
消費生活センター（市役所本館２階） ☎ 072-947-3715（直通）

教えて消費生活Q＆A  ～スニーカーが届かない…！～教えて消費生活Q＆A  ～スニーカーが届かない…！～

大人の講座　■■申申■・■・込込 ■■問問問問 NPO法人南河内こどもステーション ☎・FAX　072-957-1114
自力整体教室 第1・3 ㈫15:00 ～ 16:30 はがき絵教室 第 3 ㈭14:30 ～16:00
手編み教室 第 3 ㈪14:00 ～16:00 書道教室 毎週㈫14:30 ～16:00

風風  

流流  
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●社会福祉協議会● 総合福祉センター（市役所別館）1階⑦番　 ☎072-958-2315　 ＦＡＸ 072-958-3853
http://www.hasyakyo.net/　Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

公益社団法人
羽曳野市シルバー人材センター

野々上 4-5-12    ☎ 072-936-1500    ＦＡＸ 072-936-1511
http://habikinosc.ec-net.jp    E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp

●シルバー会員募集中
【資格】・市内在住の 60 歳以上の健康で働く意欲のある方
         ・事業趣旨に賛同していただける方

【入会方法】入会説明会の参加（必須）後、申込書類を期日までに提出してください。
その際、年会費（※）2,000円が必要です。理事長の承認後、会員登録完了です。
※今年度の年会費は令和 2 年 4 月分から令和 3 年 3 月分までです。（入会した日か
ら 1 年分ではありません。）

【入会説明会】事業説明、入会手続きの案内など
・市役所別館 2 階　2 月 9 日㈫・3 月 9 日㈫ 13:30 ～
・シルバーワークプラザ 3 階 研修室　2 月 19 日  ㈮・3月19 日㈮ 13:30 ～
※出張での入会説明も実施していますので、お問い合わせください。

●シルバー人材センターへの仕事依頼
　公共的、公益的な団体です。安心して仕事をお任せください。見積無料！お気軽
にご依頼ください。

【軽作業】（屋内）事務所・マンションなどの清掃、片づけなど
（屋外）庭・空き地の草刈り、水やり、溝掃除、荷物出し、チラシ配布など
【施設管理】建物・駐車場・事務所・倉庫の管理など
【一般・経理事務】書類や伝票の整理、集計事務、事務補助など
【筆耕・毛筆】封筒、はがき、表彰状、感謝状など
【修理】軽易な大工、波板張替え、ふすま・障子・網戸の張替え、畳表替、塗装など
【家事援助・介護サービス】家の清掃、洗濯、買い物、食事の支援、病院・施設での
洗濯サービスなど

●手作り布マスク販売中
こども用もあります！

【販売場所】
・シルバー人材センター事務所
・自転車修理店「ちゃりんこ」
　古市 4-5-1

【価格】300 円

●腐葉土販売中
完全国産！ふるい通しの良質な
腐葉土です。土壌の活性化を助
け、土質の改良に役立ちます。

【価格】10 リットル袋：180 円
          20 リットル袋：300 円
1 本からでも無料で配達を承り
ます。お気軽にお申しつけくだ
さい。

愛の献血にご協力を♥ (400ml 限定）
 ［共催］羽曳野ライオンズクラブ

（とき）2 月5 日㈮10:00 ～16:30　（場所）LIC はびきの
☆献血カードをお持ちの方は、
   『献血方法別の次回献血可能日』をご確認ください。
※ 本人確認のため、身分証明書の提示をお願いする場合があります。

＼ 歳末たすけあい運動募金として ／
大阪東部ヤクルト販売株式会社　￥40,000
近鉄タクシー労働組合　　　　　￥28,080
そのほか多数のご支援ありがとうございました。

　　　　　　　（令和 2 年 12 月　敬称略）

「ベビっこひろば」
2 月はお休みです。
■■問問問問  ベビーハウス社協
☎ 072-930-0240

広 

告

広告掲載に関する問問い合わせは問問合同会社 IM総合企画問問☎ 072-275-5449

＼ 善意のご寄付ありがとうございます ／
四ツ葉のクローバー

涌元 順子　　　　　  　　　￥2,000

阪南清掃株式会社　　　　　￥100,000

小林 優子　　　　　  　　　￥5,000

小林 嗣浩　　　　　  　　　￥5,000

服部 品子　　　　　  　　　￥3,000

匿　　名　　　　　　　　　￥2,000

浅田 悦弘　　　　　  　　　￥10,000

浅田 照次　　　　　  　　　￥20,000

（令和 2 年 12 月　敬称略）
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相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

2 日㈫・9 日㈫・16 日㈫・24 日㈬
3 月 2 日㈫ 13:00 ～ 17:00 市役所 1 階 市民相談室 要予約 ☎ 072-957-4000 　定員 8 人（1 日）、相談時間 30 分

●市内在住・在勤・在学の方対象
●相談回数は 1 人 1 回（年度内）
●陵南の森総合センターでは靴下着用（素足厳禁）

4 日㈭・18 日㈭・3 月 4 日㈭
13:00 ～ 17:00 陵南の森総合センター

行政相談 10 日㈬ 13:00 ～ 15:00 市役所 1 階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。☎ 072-958-1111 内線 1070

人権相談 19 日㈮ 14:00 ～ 16:00 市役所別館 2 階 研修室 予約不要。直接お越しください。☎ 072-958-1111 内線 1054

女性相談

3 日㈬・12 日㈮・3 月 3 日㈬
13:30 ～ 16:30 市役所 1 階 市民相談室（電話・面接）人間関係、暴力、からだのことなど、女性が抱える悩みを専門の

相談員がお受けします。要予約。☎ 072-958-1111 内線 1055

24 日㈬13:30 ～16:30 陵南の森総合センター（面接のみ）

消費生活相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］
10:00 ～ 16:00 ※受付 15:30 まで 市役所 2 階 消費生活相談室 契約上のトラブル、悪質商法による被害、クーリング・オフ

などに関するご相談。☎ 072-947-3715

障害者生活相談

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関するご相談。

☎ 072-931-1607 ／℻ 072-931-2030

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
8:45 ～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障害児の方のご相談。

☎ 072-950-1530 ／℻ 072-950-1531

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-937-7898 ／℻ 072-953-0567

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 ～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-957-2175 ／ ℻ 072-957-2176

障害者雇用相談 第 3 ㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所 Ａ棟 西会議室 障害福祉課に予約。
☎ 072-958-1111 内線 1150 ／℻ 072-957-1238

育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00 保健センター ☎ 072-956-1000

教育相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） ☎ 072-958-7867

家庭児童相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課（家庭児童相談担当）に予約。☎ 072-947-3837 （直通）

ひとり親家庭相談 毎週㈫㈮ 9:15 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課（児童支援担当）に予約。☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308 ［むかいの］ 携帯 090-8880-0058

総合相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直
接お越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

第 1 ㈮ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室
南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

第 3 ㈮ 13:00 ～ 17:00 市民会館 3 階 第 6 会議室

ボランティア相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-958-2315総合福祉相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00

介護相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00 市役所 A 棟 1 階
（社会福祉協議会在宅支援課）

予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-950-0950

生活自立相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

生活困窮のさまざまな原因に支援員が相談に応じて支援計画を
策定し、その方にあった自立に向けて支援を行います。
予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 ～ 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ℻ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 第 3 ㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所 2 階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着 3 人。
☎ 072-958-1111　農業委員会事務局まで

地域就労相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00 地域就労支援センター（人権文化セ
ンター内および 産業振興課内）

電話または直接お越しください。☎ 072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16 ～おおむね 25 歳）㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）

を専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1553

2 月の相談日程（無料）
お気軽にご相談ください

※相談当日はマスクを着用
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催を見合わせる場合があります。
※事前に自宅で検温し、発熱や体調不良のある方は来場をお控えください。
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市議会市議会だだよよりり
  1

  2
  3 ～8

第 4 回定例会
定例会のあゆみ
議案審議表
一般質問
常任委員会委員長報告
次回日程
編集後記

もくじ

令
和
２
年
最
後
と
な
る
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
30
日
か

ら
12
月
23
日
ま
で
の
、 

24
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
会
で
は
、
議
員
提
出
に
よ
る
、「
羽
曳
野
市

議
会
の
議
員
の
期
末
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
」
や
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
各
特

別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
、
21
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、「『
再
審
法
（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
）』
の
改

正
を
求
め
る
意
見
書
」、「
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
安
心
を
確
保

す
る
居
住
支
援
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」、「
犯
罪
被
害
者

支
援
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」、「
不
妊
治
療
へ
の
保
険
適

用
の
拡
大
を
求
め
る
意
見
書
」
の
４
件
の
意
見
書
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
審
議
結
果
と
11
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
の

内
容
及
び
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
審
査
内
容
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

1

 

第
4
回
定
例
会

令
和
令
和
22
年
第
年
第
44
回
定
例
会
報
告

回
定
例
会
報
告

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

一
般
質
問
・
委
員
長
報
告
等

一
般
質
問
・
委
員
長
報
告
等

提供：羽曳野市文化連盟写真部門

11
月
26
日
㈭

11
月
30
日
㈪

12
月
3
日
㈭

12
月
9
日
㈬

12
月
10
日
㈭

12
月
16
日
㈬

12
月
18
日
㈮

12
月
21
日
㈪

12
月
23
日
㈬

○
議
会
運
営
委
員
会

〇
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
１
日
目

〇
幹
事
長
会
議

○
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
2
日
目

・
議
案
審
議

○
本
会
議
３
日
目

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

〇
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
４
日
目

・
一
般
質
問
（
6
議
員
質
問
）

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
民
生
産
業
常
任
委
員
会

〇
議
会
改
革
特
別
委
員
会

○
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
５
日
目

・
委
員
長
報
告
等

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◇◇
定
例
定
例
会
の
あ
ゆ

会
の
あ
ゆ
みみ
◇◇

発行：羽曳野市議会　　編集：市議会だより編集委員会
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 羽曳野市議会事務局　℡ .072-958-1111
 羽曳野市ウェブサイトからもご覧いただけます。
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−市議会だより　2021.2.1− 2

議案番号 件　　　名 結　果

議 案 76
77
78
79
80
81

83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
公平委員会委員の選任に係る同意について
教育委員会委員の任命に係る同意について
指定管理者の指定について（羽曳野市立南食ミートセンター）
羽曳野市土砂埋立て等の規制に関する条例の制定について
子どもに対する医療費の助成に係る対象年齢の拡充等に伴う福祉医療費
の助成に関する条例の整備に関する条例の制定について
羽曳野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市国民健康保険条例等の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
令和２年度羽曳野市一般会計補正予算（第 12 号）
令和２年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和２年度羽曳野市と畜場特別会計補正予算（第１号）
令和２年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和２年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和２年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第２号）
令和２年度羽曳野市下水道事業会計補正予算（第２号）
学校 ICT 環境整備に係る大型モニターの取得について
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
令和２年度羽曳野市一般会計補正予算（第 13 号）

即日原案可決

同　意

同　意

即日原案可決

原案可決

原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

議 提   2 羽曳野市議会の議員の期末手当の特例に関する条例の制定について 即日原案可決

諮 問  1 人権擁護委員の推薦について 同　意

意 見  7
8
9

10

「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める意見書
住まいと暮らしの安心を確保する居住支援の強化を求める意見書
犯罪被害者支援の充実を求める意見書
不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

諸般の報告 報　告

 第 4 回定例会で審議された案件と議決結果

第 4 回定例会では、「全会一致でない議案等」はありませんでした。
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一
般
質
問

笹
井
喜
世
子（
日
本
共
産
党
）

 《
命
と
健
康
を
守
る

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

大
阪
で
は
医
療
非
常
事
態
宣
言
が

さ
れ
、
医
療
崩
壊
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
。
①

感
染
を
抑
え
る
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
と

検
査
数
を
増
や
す
手
だ
て
は
。
②
保
健
所
機
能

の
体
制
強
化
と
医
療
機
関
に
対
す
る
支
援
の

考
え
は
。
③
本
庁
舎
内
の
感
染
防
止
策
へ
の
考

え
は
。

●
答
弁
　
①
か
か
り
つ
け
医
な
ど
の
機
関
に

相
談
す
る
仕
組
み
が
で
き
、
11
月
27
日
現
在
、

藤
井
寺
保
健
所
管
内
に
８
つ
の
病
院
と
25
の

診
療
所
が
指
定
さ
れ
た
。
検
査
は
市
町
村
単
位

で
は
課
題
が
あ
り
、
保
健
所
を
核
と
す
る
取

り
組
み
が
好
ま
し
い
。
②
保
健
所
は
コ
ロ
ナ
対

策
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
限
ら
れ
た
人

員
、
資
源
の
中
で
最
大
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
と
認
識
し
、
現
在
府
の
要
請
で
大
阪
市
へ

保
健
師
１
名
を
派
遣
し
、
支
援
し
て
い
る
。
医

療
機
関
へ
の
支
援
は
、
年
末
年
始
の
休
日
診
療

所
で
一
般
患
者
と
発
熱
患
者
を
分
離
で
き
る

体
制
の
準
備
を
３
師
会
と
密
に
連
携
し
、
支
援

し
て
い
き
た
い
。
③
安
全
衛
生
委
員
会
を
組
織

し
、
さ
ら
な
る
対
策
と
し
て
感
染
症
の
専
門
家

の
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
も
考
え
て
い
く
。

●
質
問　
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
、
医
療
や
介
護

施
設
等
の
従
事
者
へ
の
社
会
的
検
査
に
取
り

組
む
考
え
は
。

●
市
長
　
社
会
的
検
査
は
必
要
と
認
識
し
て

い
る
が
、
無
症
状
で
感
染
者
と
接
触
歴
の
な
い

人
な
ど
に
対
し
一
律
に
検
査
を
行
う
こ
と
は
、

医
療
機
関
や
保
健
所
の
負
担
が
増
大
す
る
た

め
、
適
切
な
方
法
と
は
考
え
て
い
な
い
。

●
要
望　

市
と
し
て
大
規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
進
め
、
社
会
的
検
査
を
行
い
、
国
や
府
に
も

し
っ
か
り
求
め
る
こ
と
。
ま
た
医
療
機
関
に

支
援
金
が
速
や
か
に
届
く
よ
う
強
く
要
望
し
、

本
庁
舎
内
の
感
染
防
止
策
は
専
門
家
の
指
導

を
要
望
す
る
。

《
暮
ら
し
を
守
る
市
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ

い
て
》

●
質
問　

市
独
自
の
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
施
策

が
今
年
度
末
で
終
了
す
る
が
、
感
染
が
拡
大

す
る
中
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
施
策
は
。

●
答
弁
　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
支
援
や

対
策
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
期
間

延
長
の
予
定
は
な
い
。
今
後
も
国
や
府
の
動

向
を
注
視
し
、
連
携
を
図
り
、
必
要
な
対
策

や
支
援
を
適
切
に
講
じ
て
い
き
た
い
。

●
質
問　

政
府
が
進
め
る
Ｇ
о
Ｔ
о
事
業
は

一
旦
中
止
す
べ
き
で
、
国
の
支
援
策
は
延
長
、

継
続
す
べ
き
だ
が
そ
の
考
え
は
。
ま
た
市
独

自
施
策
の
継
続
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
市
長
　
市
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
活

用
し
て
必
要
な
情
報
を
発
信
し
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
。
感
染
防
止
と

経
済
を
回
し
て
い
く
必
要
な
支
援
を
適
切
に

講
じ
る
。

●
要
望　
Ｇ
о
Ｔ
о
事
業
や
国
の
施
策
に
つ

い
て
の
市
長
答
弁
が
な
か
っ
た
が
、
感
染
を

広
げ
る
Ｇ
о
Ｔ
о
事
業
は
一
旦
中
止
し
、
そ

の
費
用
と
共
に
、
活
用
策
を
示
せ
て
い
な
い

７
兆
円
の
予
備
費
を
使
い
、
暮
ら
し
と
営
業

を
守
る
緊
急
支
援
を
国
に
強
く
求
め
る
こ
と
、

ま
た
市
独
自
施
策
は
市
民
の
声
を
聞
い
て
、

有
効
な
独
自
策
を
進
め
る
こ
と
を
強
く
要
望
。

《
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　
相
談
体
制
と
今
後
の
課
題
は
。

●
答
弁
　
４
名
の
相
談
員
が
在
籍
し
て
お
り
、

常
時
１
名
以
上
で
相
談
を
受
け
て
い
る
。
専

門
性
が
高
い
相
談
が
増
え
て
お
り
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
。

●
要
望
　
市
の
予
算
配
分
が
低
い
水
準
で
あ

る
。
消
費
者
行
政
の
重
要
性
を
認
識
し
、
財

源
確
保
す
る
こ
と
を
を
強
く
要
望
す
る
。

通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
コ
ロ
ナ
禍
で
の

 

災
害
時
避
難
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
応
し
た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し

た
の
か
。
②
市
民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行

っ
た
か
。
③
感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
避
難
者
へ

の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

●
答
弁
　
①
９
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
編
を
作
成
。
②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
編
と
し

て
掲
載
。
分
散
避
難
の
周
知
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
広
報
紙
７
月
号
に
掲
載
。
本
年
度
中
に

策
定
予
定
の
羽
曳
野
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ
に
も

掲
載
し
、
周
知
し
て
い
く
。
③
感
染
症
の
疑
い

が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
藤
井
寺
保
健
所
と
も

連
携
し
、
医
療
機
関
で
の
受
診
を
勧
め
、
災
害

時
の
状
況
に
よ
り
医
療
機
関
に
行
け
な
い
場
合

は
、
避
難
所
の
別
部
屋
に
て
避
難
す
る
。

●
要
望　
誰
に
と
っ
て
も
安
全
な
避
難
所
の
構

築
に
取
り
組
む
事
と
、
災
害
時
の
避
難
所
の
混

雑
状
況
を
ア
プ
リ
な
ど
で
提
供
す
る
環
境
整
備

を
要
望
す
る
。

《
防
災
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
は
備
蓄

品
が
入
手
困
難
で
、
補
充
で
き
な
い
。
そ
の
と

き
の
た
め
に
納
入
業
者
と
提
携
し
、
補
充
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
が
、
当
市

と
提
携
し
て
い
る
企
業
は
あ
る
の
か
。
②
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
地
震
時
に
設
定
以
上
の
揺
れ

を
感
知
し
た
際
に
電
気
を
自
動
的
に
止
め
る
機

器
で
、
電
気
が
復
旧
し
た
際
の
通
電
火
災
に
よ

る
二
次
災
害
に
備
え
る
の
が
目
的
。
当
市
に
お

い
て
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
に
対
す
る
補

助
金
を
設
定
し
、
推
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

●
答
弁
　
①
全
て
の
備
蓄
品
の
納
入
業
者
と

の
個
別
提
携
・
協
定
に
つ
い
て
は
現
在
結
ん

で
い
な
い
が
、
様
々
な
業
種
の
事
業
者
と
災

害
協
定
の
締
結
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、

現
在
締
結
に
向
け
事
務
を
進
め
て
い
る
。
②

当
市
で
は
補
助
制
度
は
な
い
が
、
近
隣
市
町

村
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
引
き
続
き
情

報
を
収
集
し
て
い
く
。

●
要
望　
①
コ
ロ
ナ
禍
で
、
感
染
症
に
対
応
し

た
備
品
も
増
え
、
安
心
で
き
る
量
を
備
蓄
す

る
た
め
に
は
、
新
た
な
保
管
ス
ペ
ー
ス
、
備

蓄
倉
庫
が
必
要
と
思
わ
れ
る
た
め
、
検
討
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
。
各
民
間
業
者
と
提
携
・

協
定
を
結
び
、
大
規
模
災
害
に
備
え
る
こ
と

を
要
望
す
る
。
②
当
市
で
も
感
震
ブ
レ
ー
カ

ー
の
設
置
を
補
助
し
、
推
進
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

《
歩
き
ス
マ
ホ
に
つ
い
て
》

●
質
問　
歩
き
ス
マ
ホ
は
大
き
な
社
会
問
題

だ
と
考
え
る
が
、
当
市
の
認
識
は
。

●
答
弁
　
一
部
の
市
区
に
お
い
て
、
道
路
、

駅
前
広
場
、
公
園
等
の
公
共
の
場
に
お
い
て

は
、
な
が
ら
ス
マ
ホ
や
歩
き
ス
マ
ホ
を
禁
止

す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
当
市
に
お
い
て
も
、
道
路
や
公

園
等
の
公
共
の
場
に
お
い
て
、
誰
も
が
安
心

し
て
快
適
に
利
用
で
き
る
公
共
空
間
を
提
供

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

他
市
の
事
例
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
活
用
な
ど
、
引
き

続
き
交
通
安
全
に
対
す
る
市
民
啓
発
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　

死
亡
事
故
に
も
な
り
う
る
た
め
、

歩
行
中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
禁
止
す
る
条

例
が
、
他
市
で
相
次
い
で
施
行
さ
れ
た
。
当

市
に
お
い
て
も
歩
き
ス
マ
ホ
に
よ
る
事
故
防

止
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。
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竹
本
真
琴

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
大
阪
府
立
大
学
羽
曳
野
キ
ャ
ン
パ
ス

 

移
転
後
の
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
》

●
質
問　

現
在
は
び
き
の
３
丁
目
に
拠

点
を
置
く
府
大
羽
曳
野
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

2
0
2
5
年
度
に
移
転
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。
跡
地
活
用
に
つ
い
て
は
、
遊
休
地

に
な
ら
ぬ
よ
う
早
期
立
案
し
、
大
阪
府
へ
の

意
見
、
要
望
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
元
市
長
と
し
て
、
今
後
積
極
的
に
府
に
対

し
て
そ
の
活
用
法
な
ど
に
つ
い
て
働
き
か

け
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

識
は
。

●
市
長
　
現
時
点
で
具
体
的
な
も
の
は
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
大
阪
府
に
お
い
て
検

討
が
進
め
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
地

元
自
治
体
の
市
長
と
し
て
羽
曳
野
キ
ャ
ン

パ
ス
の
立
地
を
生
か
す
中
で
、
民
間
の
参
入

も
含
め
て
町
の
活
性
化
や
魅
力
の
向
上
、
ま

た
周
辺
の
住
環
境
と
の
調
和
が
十
分
に
図

ら
れ
る
よ
う
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
地
元
府

議
と
と
も
に
連
携
し
て
、
積
極
的
に
大
阪
府

に
対
し
て
意
見
、
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

●
要
望　

羽
曳
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
に

関
し
て
、
事
業
の
主
た
る
所
管
は
大
阪
府
で

あ
る
が
、
広
大
な
敷
地
に
加
え
て
高
台
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
優
れ
た
住
環
境
や
当
市
の
中

央
部
に
位
置
す
る
と
い
う
好
立
地
に
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
市
に
と
っ
て

大
き
な
財
産
で
あ
り
、
計
画
次
第
で
は
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
に
な
り
得
る
。
ま
た
、
本
件
に
つ

い
て
は
大
阪
府
議
会
に
お
い
て
、
当
市
選
出

の
府
議
が
同
様
の
質
問
を
し
て
お
り
、
大
阪

府
に
お
い
て
も
一
定
の
理
解
を
得
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
2
0
2
5
年
の

移
転
後
か
ら
す
ぐ
に
事
業
に
着
手
で
き
る

よ
う
、
こ
の
事
業
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
検
討
し
、
大
阪

府
と
の
パ
イ
プ
を
生
か
し
た
よ
り
具
体
性
の

あ
る
未
来
図
を
早
期
に
示
す
こ
と
を
要
望
す

る
。

《
学
校
園
等
に
お
け
る

 

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

現
在
も
収
束
の
め
ど
が
立
た
ず
、
こ
れ
か
ら

本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
空
気
の

乾
燥
に
よ
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
リ
ス
ク
が
増
し
て
く
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
換
気
や
空
気
清
浄
と

併
せ
て
、
一
定
の
湿
度
を
保
つ
こ
と
も
大
き

な
予
防
策
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
普
通

教
室
に
加
湿
器
を
導
入
す
る
考
え
は
。

●
答
弁　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

に
は
、
室
内
の
加
湿
や
定
期
的
な
換
気
が
大

き
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
デ
ー
タ
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
。
各
学
校
に
お
い
て
も
、

よ
り
一
層
の
換
気
と
加
湿
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
た
。
学
校
保
健

特
別
対
策
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
て
空
気

清
浄
機
を
購
入
し
、
保
健
室
や
特
別
教
室
等

で
活
用
し
て
い
る
。加
湿
対
策
に
つ
い
て
も
、

教
室
用
の
加
湿
器
等
の
購
入
に
、
さ
き
の
補

助
金
を
活
用
し
て
い
る
。

●
要
望　
現
状
の
環
境
と
し
て
は
、
い
つ
ク

ラ
ス
タ
ー
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。
各

学
校
の
普
通
教
室
に
加
湿
器
を
導
入
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
。
ま
た
、
基
礎
疾
患
を
持
つ

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
対
し
て
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
も
継
続
的
に
行
い
、
少
し
で
も
不

安
を
払
拭
さ
れ
る
よ
う
創
意
工
夫
を
持
っ

て
、
引
き
続
き
学
校
現
場
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
こ
と
を
願
う
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
学
校
園
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て

上
薮
弘
治

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
》

●
質
問　
休
業
や
時
短
要
請
が
か
か
っ
た
以

上
は
補
償
も
セ
ッ
ト
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
感
染
者
数
が
日
々
増
え
続
け

て
い
け
ば
、
大
阪
府
全
域
に
休
業
要
請
や
時

短
要
請
が
か
か
る
よ
う
な
こ
と
も
想
定
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
要
請
が
か
か

っ
て
い
る
地
域
や
職
業
に
対
し
て
、
国
、
府

の
補
償
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

か
。
ま
た
今
後
当
市
で
も
感
染
者
が
増
加
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
職
業
に
時
短
要
請
等
を
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
の
裁
量
権

は
、
知
事
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
市
長
か
。

●
答
弁
　
要
請
に
対
す
る
補
償
の
内
容
は
、

要
件
を
満
た
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
、
12

月
11
日
ま
で
は
大
阪
府
30
万
円
、
大
阪
市

20
万
円
の
共
同
で
50
万
円
の
協
力
金
と
、
12

日
か
ら
15
日
ま
で
の
４
日
間
は
大
阪
府
が

８
万
円
を
上
乗
せ
す
る
支
援
策
を
実
施
す

る
。
感
染
者
の
増
加
に
伴
う
市
民
、
事
業
者

へ
の
要
請
に
つ
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
お
い
て
は
知
事
が

行
う
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

●
質
問　
国
、
府
を
通
し
て
様
々
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
施
策
が
、
日
々
、
社
会
情
勢
の
変

化
と
と
も
に
出
て
き
て
い
る
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
の
時
代
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
市
長

自
ら
が
市
民
の
皆
様
に
国
、
府
、
市
の
協
力

体
制
に
対
す
る
考
え
方
を
示
し
て
い
く
こ
と

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
自
助
、
公
助
、

共
助
意
識
が
さ
ら
に
高
ま
る
と
感
じ
る
。
ウ

イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
乗
り
越
え
る
市
長
の

考
え
方
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
も
ら
い
た

い
。

●
市
長
　
こ
れ
か
ら
は
厳
し
い
行
政
運
営
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
国
や
府

の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
し
っ
か
り
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
市
と
し
て
も
必
要
な
対
策

や
支
援
に
つ
い
て
、
市
議
会
の
意
見
も
い
た

だ
き
、
適
切
に
講
じ
て
い
く
。

●
要
望　
現
在
の
大
阪
は
12
月
３
日
よ
り
、

大
阪
モ
デ
ル
の
レ
ッ
ド
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
府
民
に
は
不
要
不
急

の
外
出
自
粛
要
請
や
、
一
部
の
地
域
、
職
種

に
休
業
要
請
等
が
発
出
さ
れ
て
い
る
。
要
請

を
か
け
た
以
上
は
補
償
も
し
っ
か
り
と
セ
ッ

ト
で
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
し

か
し
な
が
ら
地
方
自
治
体
の
財
政
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
国
や
府
の
支
援
が
絶

対
に
必
要
で
あ
る
。
山
入
端
市
長
に
は
、
国

や
府
に
対
し
て
、
支
援
を
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
》

●
質
問　
今
後
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実

施
や
計
画
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

●
答
弁
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

図
り
な
が
ら
、
統
合
、
複
合
化
、
廃
止
等
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
。

●
要
望　
現
時
点
で
耐
震
基
準
に
満
た
な
い

施
設
が
12
施
設
あ
り
、
ま
ず
は
こ
の
個
別
案

件
を
具
体
的
に
決
め
る
必
要
性
を
感
じ
る
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
は
最
優
先
で
解
決
す

べ
き
施
設
の
項
目
を
設
け
る
こ
と
を
要
望
す

る
。
ま
た
、
大
き
く
変
わ
る
社
会
情
勢
の
中

で
、
市
民
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
た
れ

て
い
る
の
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
、
市
民
の
声
を
反
映

さ
せ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
結

論
を
出
し
て
い
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

●
義
務
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
に
つ
い
て

4
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外
園
康
裕
（
公
明
党
）

《
空
家
バ
ン
ク
の

 

利
活
用
状
況
に
つ
い
て
》

●
質
問　
登
録
さ
れ
て
い
る
物
件
数
は
。
ま

た
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
た
物
件
数
は
。

●
答
弁
　
現
在
の
登
録
は
１
件
で
、
累
積
登

録
件
数
は
２
件
、マ
ッ
チ
ン
グ
実
績
は
な
い
。

●
質
問　
①
空
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数
が
伸

び
な
い
要
因
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。
②

不
動
産
業
界
等
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
な
ど

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
①
登
録
す
る
際
に
煩
わ
し
い
手
続

だ
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
、
直
接
不
動
産
業
者

に
相
談
す
る
ほ
う
が
迅
速
に
解
決
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
な
ど
が
理
由
と
推
測
さ
れ

る
。
②
大
阪
府
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
や
大

阪
府
不
動
産
業
協
会
な
ど
の
不
動
産
関
係
団

体
と
連
携
協
定
を
締
結
す
る
協
議
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
は
大
阪
府
建
築
士
事
務
所
協
会

な
ど
と
協
議
を
進
め
る
。

●
要
望　
市
の
窓
口
で
登
録
の
ご
相
談
を
し

て
も
ら
え
れ
ば
、
丁
寧
に
説
明
で
き
、
比
較

的
簡
単
に
登
録
で
き
る
の
で
は
と
考
え
る
。

所
有
者
に
空
家
バ
ン
ク
を
周
知
す
る
こ
と
、

流
通
市
場
で
も
空
家
バ
ン
ク
の
利
活
用
を
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
協
定
を
結

ぶ
こ
と
で
マ
ッ
チ
ン
グ
実
績
を
積
み
重
ね
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
。
空

家
バ
ン
ク
が
充
実
す
る
こ
と
で
、
空
家
の
有

効
活
用
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
災
害
時

の
避
難
場
所
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
分
散
避

難
の
手
段
と
も
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
点
も
視
野
に
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

《
羽
曳
野
市
ふ
る
さ
と
応
援

 

寄
附
金
に
つ
い
て
》

●
質
問　
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
へ
の
参
加

黒
川
実

（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
つ
い
て
》

●
質
問　

当
市
に
お
け
る
感
染
者
の
年
齢

別
、
職
業
別
の
現
状
は 

。

●
答
弁
　
20
代
、
50
代
が
多
い
。
感
染
経
路

は
、
家
庭
、
職
場
で
の
濃
厚
接
触
、
施
設
等

で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
以
外
は
不
明
。
職
業
別
で

は
会
社
員
、
医
療
従
事
者
、
公
務
員
、
教
育

関
係
者
の
順
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

●
質
問　
市
役
所
や
教
育
現
場
か
ら
感
染
者

が
出
た
場
合
、
保
健
所
の
対
応
だ
け
で
は
不

安
を
取
り
除
け
な
い
。市
が
費
用
負
担
し
て
、

市
職
員
、
教
職
員
等
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
体

検
査
を
実
施
す
る
考
え
は
。

●
答
弁
　
現
時
点
で
は
検
査
費
用
の
負
担
は

考
え
て
い
な
い
が
、
雇
用
主
と
し
て
安
全
配

慮
義
務
が
あ
り
、
マ
ス
ク
、
手
指
消
毒
、
換

気
等
を
徹
底
し
、感
染
防
止
を
図
っ
て
い
く
。

●
要
望　
大
阪
府
の
感
染
者
が
増
え
る
中
、

検
査
を
す
る
こ
と
で
早
期
発
見
し
、
行
政
か

ら
ク
ラ
ス
タ
ー
を
出
さ
な
い
こ
と
、
ま
た
家

族
が
い
る
職
員
の
精
神
的
な
負
担
の
軽
減
に

も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
検
査
費
用

の
援
助
を
考
え
て
ほ
し
い
。

●
質
問　
当
市
独
自
の
対
策
で
、
水
道
基
本

料
金
の
減
免
、
小
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、

中
学
校
給
食
費
の
半
額
化
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
２

歳
児
保
育
料
の
無
償
化
、
学
童
保
育
の
無
償

化
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
継
続
は
考
え
て

い
る
の
か
。

●
答
弁
　
支
援
や
対
策
の
期
間
延
長
は
現
時

点
で
考
え
て
い
な
い
が
、
厳
し
い
現
状
で
先

を
見
通
す
こ
と
の
で
き
な
い
状
況
か
ら
、
国

や
府
の
動
向
を
注
視
し
、
必
要
な
対
策
や
支

援
を
講
じ
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
要
望　

大
変
厳
し
い
生
活
状
況
の
方
に
、

対
策
を
講
じ
れ
ば
本
当
に
助
か
る
し
、
地
域

経
済
に
も
つ
な
が
る
。
考
え
て
い
な
い
で
は

な
く
考
え
る
べ
き
。
感
染
状
況
に
よ
る
が
、

支
援
、
対
策
の
継
続
を
強
く
要
望
す
る
。

《
水
路
に
つ
い
て
》

●
質
問　
農
業
用
水
路
の
雑
草
の
処
理
や
掃

除
、ま
た
改
修
工
事
の
相
談
を
受
け
る
が
、
水

路
の
維
持
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
水
路
内
の
伸
び
た
草
木
、
堆
積
し

た
土
砂
の
除
去
や
清
掃
は
、
地
元
の
水
利
組

合
等
と
協
議
し
、
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
補
修
工
事
等
の
要
望
は
、
対
応
可
能

な
場
合
、地
元
水
利
組
合
等
に
確
認
を
行
い
、

管
財
用
地
課
で
簡
易
な
補
修
や
施
工
を
行
っ

て
い
る
。
対
応
で
き
な
い
補
修
は
、
関
係
課

で
取
り
扱
う
補
助
事
業
に
当
て
は
ま
る
か
、

ま
た
各
課
の
支
援
事
業
計
画
の
中
に
含
め
て

解
消
で
き
る
か
を
協
議
し
て
い
る
。

●
質
問　
農
業
用
施
設
や
水
路
の
補
修
工
事

に
対
し
て
、
当
市
で
は
上
限
30
万
円
の
補
助

金
が
出
る
が
、
場
所
や
工
事
の
範
囲
に
よ
っ

て
工
事
費
用
が
多
額
に
な
り
、
負
担
が
増
え

る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
の
引
き
上
げ
な
ど
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

●
答
弁
　
限
り
あ
る
財
源
の
中
、
補
助
金
を

必
要
と
さ
れ
る
多
く
の
案
件
に
交
付
す
る
た

め
、
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

●
要
望　
農
業
従
事
者
に
と
っ
て
は
、
当
市

の
補
助
金
と
水
利
組
合
と
で
費
用
分
担
を
し

て
も
か
な
り
の
負
担
に
な
る
。
財
源
が
厳
し

い
水
利
組
合
で
は
負
担
も
限
ら
れ
る
。今
後
、

水
利
組
合
は
財
源
の
確
保
が
難
し
く
、
減
る

一
方
で
、
負
担
が
か
か
る
と
な
る
と
、
担
い

手
の
確
保
も
困
難
と
な
る
。
今
後
、
補
助
金

の
制
度
を
水
利
組
合
、
農
業
従
事
者
と
協
議

し
、
制
度
改
正
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

状
況
は
。
ま
た
、
今
年
の
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
の
件
数
、
金
額
は
。

●
答
弁
　
昨
年
度
ま
で
は
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
の
１
社
の
み
で
、
令
和
２
年
度
か
ら

は
、
さ
と
ふ
る
、
ふ
る
な
び
、
楽
天
を
加

え
た
。
件
数
は
昨
年
度
の
２
７
１
件
に
対

し
、
今
年
度
は
９
７
２
件
で
約
3.
6
倍
、

金
額
が
昨
年
度
の
４
２
３
万
円
に
対
し
、

今
年
度
は
1,
2
9
5
万
9,
5
1
2
円
で

約
3.
1
倍
と
な
っ
た
。

●
質
問　

①
羽
曳
野
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
推
進
チ
ー
ム
が
庁
内
に
設
置
さ
れ
た
が
、

今
後
の
課
題
は
。
②
そ
の
課
題
を
ど
の
よ

う
に
し
て
乗
り
越
え
て
い
く
の
か
。

●
答
弁
　
①
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
と
受
付

サ
イ
ト
運
営
会
社
が
個
々
に
契
約
を
交
わ

す
必
要
が
あ
り
、
事
業
者
に
と
っ
て
、
こ

れ
ま
で
１
社
と
の
や
り
取
り
が
最
大
４
社

と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
が
障

壁
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
②
返
礼

品
の
品
目
そ
の
も
の
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
積
極
的
に
事
業
者
へ

の
「
訴
え
か
け
」
を
行
い
つ
つ
、
年
度
内

に
は
返
礼
品
目
を
あ
と
30
点
程
度
増
や
す

こ
と
を
目
標
に
推
進
し
て
い
く
。

●
要
望　

課
題
は
返
礼
品
。
サ
イ
ト
に
よ

っ
て
取
扱
品
目
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を

何
と
か
拡
大
、
充
実
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

セ
ス
ナ
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
遊
覧
飛
行

の
よ
う
な
世
界
遺
産
と
関
連
づ
い
た
も
の

は
、
将
来
再
び
観
光
が
盛
り
上
が
っ
て
く

る
と
き
に
は
改
め
て
注
目
を
集
め
て
く
れ

る
と
思
う
た
め
、
今
後
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

に
残
し
て
ほ
し
い
。
引
き
続
き
、
返
礼
品

の
充
実
も
お
願
い
す
る
。
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
当
市
の
魅
力
を
改
め
て
全
国
に
ア
ピ

ー
ル
し
、
さ
ら
に
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

5
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笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
利
活
用
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
を
し
た
が
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
飛
ぶ
だ
け
で
、
そ
の
先

の
利
便
性
は
ほ
ぼ
な
し
で
残
念
な
も
の
だ
っ

た
。
も
っ
と
当
市
ら
し
さ
や
当
市
独
自
の
特

徴
が
あ
り
、
利
用
す
る
立
場
で
の
取
組
が
大

事
。
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
え
な
い
中
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
ず
、
ま
た
市
民
に
な

る
べ
く
役
所
に
来
て
も
ら
わ
な
い
よ
う
、
密

を
避
け
る
方
法
を
考
え
る
べ
き
だ
が
、
そ
の

対
応
と
今
後
の
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
利
活
用
は
。

●
答
弁
　
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て

秘
書
課
で
活
用
を
開
始
し
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は

多
数
の
利
用
者
が
い
て
、
有
効
な
発
信
ツ
ー

ル
。
登
録
者
数
は
8
8
3
件
で
、
今
後
も
工

夫
を
凝
ら
し
、
登
録
者
数
の
増
加
を
図
る
。

●
質
問　
複
数
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い

る
住
民
票
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
上
か
ら
場
所
、
曜
日
、

時
間
を
問
わ
ず
24
時
間
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

申
請
が
可
能
。
ま
た
粗
大
ご
み
の
受
付
予
約

も
可
能
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
市
民
に
役

所
へ
来
て
も
ら
わ
な
い
研
究
、
検
討
を
行
い
、

新
市
長
の
下
、
新
た
な
取
組
に
挑
戦
し
て
い

る
か
。

●
答
弁
　
今
後
、
職
員
に
代
わ
っ
て
Ａ
Ｉ
が

対
応
す
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
、
ま
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ペ
イ
決
済
等
、
利
活
用
を
研
究
す
る
。

●
要
望　
市
民
に
役
所
へ
来
て
も
ら
わ
な
い

工
夫
、
検
討
を
早
急
に
行
う
べ
き
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
が
有
効
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い

う
認
識
な
ら
、
も
っ
と
利
便
性
の
あ
る
も
の

と
し
て
市
民
に
提
供
す
る
こ
と
を
要
望
す

る
。

《
防
災
に
対
す
る
市
民
の
認
識
と
啓
発
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
》

●
質
問　

松
原
市
で
は
全
世
帯
を
対
象

に
、
5,
0
0
0
円
相
当
の
防
災
用
品
が

1,
0
0
0
円
で
購
入
で
き
る
取
組
を
始
め

た
。
感
染
症
を
考
慮
し
、
マ
ス
ク
、
除
菌
シ

ー
ト
、
ア
ル
コ
ー
ル
ス
プ
レ
ー
等
の
32
品
目

で
、
国
か
ら
の
「
地
域
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
活
用
し
て
の
取
組
。
当
市
で
は
こ
の
交
付

金
を
使
っ
て
の
事
業
は
考
え
て
い
な
い
と
の

市
長
答
弁
が
就
任
以
来
何
度
か
あ
っ
た
が
、

こ
の
防
災
グ
ッ
ズ
の
取
組
を
ど
う
考
え
る
の

か
。

●
答
弁
　
他
市
が
行
っ
て
い
る
防
災
グ
ッ
ズ

に
関
す
る
事
業
等
も
参
考
に
、
市
民
へ
積
極

的
に
防
災
グ
ッ
ズ
を
備
え
て
い
た
だ
く
よ
う

啓
発
し
て
い
く
。

●
要
望　
一
挙
に
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

使
わ
ず
、
ま
ず
は
高
齢
者
世
帯
、
次
に
子
育

て
世
代
へ
と
い
う
よ
う
に
順
次
計
画
を
立

て
、
年
次
計
画
に
よ
り
莫
大
な
費
用
を
か
け

ず
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
応
援
施
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
以
前
行
っ
て
い
た
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
に
よ
る
感
染
予
防
啓
発
の
実
施
や

防
災
無
線
の
Ｊ
︲
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
で
感
染
予
防

を
呼
び
か
け
る
取
組
を
復
活
で
き
な
い
か
。

●
答
弁
　
当
市
に
お
い
て
も
感
染
者
が
増
加

す
る
中
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
や
防
災

無
線
に
よ
る
注
意
喚
起
等
、
各
課
と
連
携
を

図
り
進
め
て
い
く
。

●
要
望　
さ
ら
な
る
感
染
予
防
施
策
、
市
民

生
活
応
援
施
策
の
実
施
を
要
望
す
る
。

《
教
育
機
関
に
お
け
る
諸
問
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
４
か
月
続
い
て
い
る
教
育
長
不
在

は
問
題
。
ど
う
考
え
、
対
処
す
る
の
か
。

●
答
弁
　
新
た
な
教
育
長
は
新
学
期
が
始
ま

る
ま
で
に
提
案
す
る
。

●
要
望　
一
日
で
も
早
い
教
育
長
の
選
任
を

要
望
す
る
。

百
谷
孝
浩
　

（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
妊
産
婦
へ
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
問　
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
は
。

●
答
弁
　
コ
ロ
ナ
対
策
を
気
に
し
て
予
防
接
種

を
遅
ら
せ
る
と
、
重
い
感
染
症
と
な
る
リ
ス
ク
が

高
ま
る
た
め
、
受
診
控
え
が
な
い
よ
う
に
、
き
め

細
か
な
相
談
と
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い

る
。

●
質
問　
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
対
面
で
の
相

談
支
援
に
代
わ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
活
用

を
取
り
入
れ
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁
　
通
信
環
境
や
設
備
面
で
の
準
備
も
必

要
と
な
り
、
現
段
階
で
実
施
予
定
は
な
い
。

●
質
問　
羽
曳
野
市
産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
内

容
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
市
の
見
解
は
。

●
答
弁
　
生
後
４
ヶ
月
未
満
の
母
子
が
助
産
師

等
か
ら
授
乳
指
導
や
育
児
相
談
な
ど
、
産
後

の
支
援
を
受
け
る
事
業
で
、
大
阪
は
び
き
の
医

療
セ
ン
タ
ー
に
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
可
能
と
な
っ

た
。
改
正
法
に
よ
る
年
齢
引
き
上
げ
は
施
設
の

意
見
も
踏
ま
え
慎
重
に
考
え
た
い
。

●
質
問　
病
児
対
応
型
の
病
児
保
育
施
設
の
推

進
、
拡
充
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

●
答
弁
　
現
在
、
病
児
保
育
の
実
施
に
至
っ
て
い

な
い
状
況
で
、
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
今
後
事

業
主
体
の
確
保
に
取
り
組
み
た
い
。

●
要
望　
国
庫
補
助
を
活
用
し
、
母
子
の
体
調

や
変
化
を
動
画
確
認
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
相

談
の
実
施
を
要
望
。
産
後
ケ
ア
事
業
は
羽
曳
野

市
内
唯一の
分
娩
施
設
で
あ
る
大
阪
は
び
き
の

医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
建
て
替
え
を
機
に
、

赤
ち
ゃ
ん
の
対
象
年
齢
引
き
上
げ
と
、
デイ
サ

ー
ビ
ス
推
進
の
働
き
か
け
を
要
望
。
病
児
保
育

は
実
施
要
件
、
課
題
を
医
療
機
関
と
連
携
し
、

支
援
で
き
る
よ
う
に
、
事
業
主
体
の
確
保
へ
の

取
り
組
み
を
要
望
。

《
子
ど
も
議
会
開
催
に
つ
い
て
》

●
質
問　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
行

政
や
議
会
の
理
解
を
深
め
、
政
治
や
地
方
自
治

に
関
心
や
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
の
子
ど
も
議
会
の

開
催
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

●
答
弁
　
か
つ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
例
年
同

じ
テ
ー
マ
で
議
論
さ
れ
る
な
ど
の
理
由
で
事
業
が

終
了
し
た
。
過
去
の
事
例
や
他
市
の
実
施
例
な

ど
を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

●
質
問　

当
市
の
現
状
、
課
題
等
を
児
童
・

生
徒
が
社
会
科
授
業
の一環
と
し
て
、
議
場
の

見
学
や
傍
聴
を
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

●
答
弁
　
市
役
所
ま
で
の
移
動
時
間
や
移
動
手

段
の
課
題
も
あ
り
、
困
難
な
部
分
も
あ
る
。

●
要
望　
過
去
の
開
催
か
ら
約
２
、
30
年
が
経

ち
、
実
際
に
子
ど
も
議
会
で
国
を
動
か
し
た
事

例
も
あ
る
。
ぜ
ひ
開
催
し
て
ほ
し
い
。

《
避
難
所
開
設
・

 

運
営
マ
ニュ
ア
ル
に
つ
い
て
》

●
質
問　
コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
所
で
は
従
来
に
比

べ
て
２
、３
倍
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
必
要
と
言

わ
れ
る
が
、
学
校
の
空
き
教
室
等
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
教
育
委
員
会
並
び
に
各
学
校
と
協
議

し
、
校
内
の一部
を
避
難
所
と
し
て
使
用
で
き
る

よ
う
、
ス
ペー
ス
の
確
保
に
努
め
る
。

●
質
問　
愛
護
動
物
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
同

伴
避
難
で
き
る
避
難
所
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁
　
同
行
避
難
は
可
能
だ
が
、
原
則
、
建

物
内
への
同
伴
避
難
は
認
め
て
い
な
い
。

●
要
望　
災
害
協
定
締
結
先
の
積
極
的
な
募

集
を
。
コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
所
で
分
散
避
難
で
き

ず
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
方
や
愛
護
動
物
の
対

応
等
に
、
学
校
の
空
き
教
室
等
、
専
用
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
を
要
望
。
同
行
避
難
と
同
伴
避
難
の

違
い
等
を
周
知
徹
底
す
る
よ
う
要
望
す
る
。
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樽
井
佳
代
子（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《「
子
育
て
支
援
・
学
校
教
育
の
促
進
」

 

に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
の
「
保
育

料
無
償
化
」
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
以
降

も
継
続
さ
れ
る
予
定
な
の
か
。
②
子
ど
も
た

ち
が
ボ
ー
ル
遊
び
で
き
る
場
所
の
整
備
の
具

体
的
な
考
え
は
。
③
中
学
校
全
員
給
食
の
実

施
方
法
は
。
④
小
学
校
給
食
無
償
化
、
中
学

校
給
食
の
半
額
負
担
、
保
育
園
給
食
費
の
無

償
化
の
令
和
３
年
度
以
降
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
①
保
育
料
無
償
化
の
実
施
は
難
し

い
と
判
断
し
て
い
る
。
保
育
園
給
食
費
の
無

償
化
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
②
（
仮

称
）
タ
カ
キ
タ
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
ボ
ー

ル
遊
び
が
で
き
る
整
備
を
調
整
中
で
あ
る
。

③
で
き
る
限
り
早
期
の
中
学
校
給
食
全
員
喫

食
を
実
現
す
る
。
④
４
月
以
降
の
小
学
校
給

食
無
償
化
、
中
学
校
給
食
半
額
補
助
は
今
後

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

●
質
問　
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新
築
移

転
の
状
況
と
今
後
の
予
定
は
。

●
答
弁　
中
学
校
給
食
を
含
め
た
中
で
の
再

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。　

●
要
望　
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け

て
、
新
た
な
施
策
を
含
め
た
子
育
て
支
援
施

策
の
充
実
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

《「
総
事
業
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
浅
野
家
住
宅
整
備
工
事
の
進
捗

状
況
は
。
②
公
立
幼
稚
園
・
保
育
園
の
統
廃

合
と
民
営
化
の
考
え
は
。
③
高
齢
者
の
移
動

支
援
の
考
え
は
。
④
市
役
所
本
庁
舎
の
耐
震

化
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
①
現
時
点
で
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
示
す
こ
と
は
困
難
。
今
後
、
議
会
、

地
域
に
お
示
し
す
る
。
②
保
育
園
・
幼
稚
園

の
統
廃
合
、
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
民
間
活

力
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
る
。
③
高
齢
者
の

お
出
か
け
支
援
は
、
引
き
続
き
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
。
④
市
役
所
本
庁
舎
は
建
て
替
え
の

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

●
質
問　
①
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
強
化
の
成

果
は
。
②
来
年
度
予
算
は
な
ぜ
20
億
円
の
削

減
が
必
要
な
の
か
。

●
答
弁
　
①
昨
年
10
月
末
比
で
約
３
倍
の

1,
2
9
6
万
円
で
増
加
傾
向
に
あ
る
。
②

財
政
収
支
見
通
し
が
、
令
和
６
年
度
に
は
約

14
億
円
の
赤
字
決
算
と
な
る
試
算
と
な
っ
て

い
る
た
め
。

●
質
問　
市
長
が
最
初
に
手
が
け
た
い
事
業

は
何
か
。
こ
の
任
期
中
に
一
番
や
り
遂
げ
た

い
こ
と
は
何
か
。

●
市
長
　
公
約
に
掲
げ
た
７
つ
の
柱
に
基
づ

き
、
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

●
要
望　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
改

定
に
つ
い
て
、
事
前
に
議
会
に
示
し
、
計
画

を
早
急
に
策
定
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

《「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
つ
い
て
》

●
質
問　
「
総
合
基
本
計
画
」、
ま
た
、「
第
２

期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
現
在
の
取
組
状
況
は
。

●
答
弁
　
今
年
度
末
ま
で
に
取
り
ま
と
め
を

行
う
。

●
質
問　
総
合
基
本
計
画
の
「
基
本
構
想
」

に
変
更
は
な
い
か
。
ま
た
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
目
標
値
は
。

●
答
弁
　
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、
内
容
の

変
更
を
行
う
こ
と
は
な
い
。
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
数
値

目
標
も
含
め
て
見
直
し
て
い
く
。

●
要
望　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
し
、
市
民
生
活
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。
事
業
の
在
り
方
、
優
先
順
位
も

見
直
す
べ
き
。
１
年
遅
れ
て
で
も
、
し
っ
か

り
と
計
画
を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。

広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

《
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て
》　

●
質
問　
①
全
国
の
６
割
以
上
の
自
治
体
が

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
な
い
。
当
市

で
窓
口
負
担
が
必
要
に
な
っ
た
理
由
と
経
過

は
。
②
窓
口
負
担
ゼ
ロ
に
向
け
て
、
財
源
確

保
も
含
め
、
実
施
の
考
え
は
。
③
一
切
の
支

援
が
な
い
国
に
よ
る
制
度
化
、
大
阪
府
に
よ

る
助
成
年
齢
の
拡
充
及
び
約
半
数
が
補
助
対

象
か
ら
外
れ
て
い
る
所
得
制
限
を
撤
廃
す
れ

ば
、
か
な
り
の
財
源
が
生
ま
れ
、
窓
口
負
担

を
ゼ
ロ
に
で
き
る
。
国
や
大
阪
府
に
ど
の
よ

う
に
働
き
か
け
て
き
た
の
か
。

●
答
弁
　
①
平
成
５
年
６
月
よ
り
当
市
独
自

で
１
歳
児
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

を
開
始
し
、
同
年
10
月
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
６
歳

ま
で
の
入
院
療
養
費
を
補
助
す
る
府
の
助
成

事
業
が
創
設
さ
れ
た
。
当
初
、
自
己
負
担
は

な
か
っ
た
が
、
府
の
助
成
が
ゼ
ロ
歳
か
ら

２
歳
ま
で
の
通
院
医
療
費
補
助
へ
拡
大
さ
れ

た
平
成
16
年
11
月
か
ら
、
１
医
療
機
関
当
た

り
１
回
5
0
0
円
等
の
自
己
負
担
が
導
入
さ

れ
、
当
市
で
も
導
入
し
た
。
③
大
阪
府
市
長

会
を
通
じ
、
国
に
対
し
、
緊
急
の
国
家
的
課

題
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
国
の
責
任
で
全
国

一
律
の
制
度
と
し
て
創
設
す
る
こ
と
を
要
望

し
て
き
た
。

●
市
長
　
所
得
制
限
の
撤
廃
と
年
齢
拡
充

は
、
府
市
長
会
を
通
じ
て
今
後
も
継
続
し
て

府
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。
無
償
化
よ
り
も
、

ま
ず
は
今
回
の
年
齢
拡
充
を
円
滑
に
進
め
た

い
。

●
要
望　
少
子
化
対
策
と
し
て
も
、
窓
口
負

担
を
ゼ
ロ
に
し
、
羽
曳
野
の
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ
る
よ
う
に
子
育
て

を
応
援
す
る
べ
き
。
国
の
制
度
化
も
当
然
だ

が
、
大
阪
府
に
は
市
長
会
を
通
じ
て
だ
け
で

な
く
、
所
得
制
限
の
撤
廃
と
年
齢
拡
充
を
機

会
あ
る
ご
と
に
強
く
求
め
、
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
の
充
実
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

《
来
年
度
の
主
な
施
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
来
年
度
の
予
算
編
成
は
今
年
度

比
約
５
％
減
、
20
億
円
削
減
を
目
指
す
と
し

て
い
る
が
、
削
減
の
理
由
、
具
体
的
な
内
容

と
計
画
は
。
②
福
祉
の
増
進
と
い
う
市
本
来

の
役
割
と
、
具
体
的
な
施
策
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
③
日
本
共
産
党
市
議
団
が
提
出

し
た
1
8
6
項
目
の
予
算
要
望
書
の
中
で
も

特
に
市
民
の
切
実
な
要
望
で
あ
る
10
の
重
点

項
目
を
予
算
に
反
映
す
る
考
え
は
。

●
答
弁
　
①
今
年
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

を
加
味
し
な
く
て
も
令
和
６
年
度
に
約
14
億

円
の
赤
字
と
な
る
試
算
で
あ
る
た
め
。
対
前

年
度
比
で
経
常
経
費
２
億
５
千
万
円
、
臨
時

的
経
費
１
億
円
、
投
資
的
経
費
16
億
５
万
円

の
削
減
を
行
う
方
針
。
②
必
要
な
事
業
を
必

要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
し
、
市
民
の
福
祉

の
増
進
に
寄
与
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。
③

各
事
業
担
当
部
署
が
精
査
し
、
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
予
算
編
成
を
行
い
、
今
後
示
し
て
い
く
。

●
要
望　
来
年
度
予
算
20
億
円
の
削
減
は
、

納
得
で
き
な
い
。
コ
ロ
ナ
対
策
や
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
る
市
税
減
収
分
に
対
し
て
は
、
市

民
の
生
活
に
必
要
な
施
策
を
削
ら
な
い
よ
う

に
、国
が
財
政
措
置
を
す
る
と
言
っ
て
い
る
。

今
、
市
の
最
大
の
仕
事
は
市
民
の
命
と
健
康

を
守
り
、
暮
ら
し
と
営
業
を
し
っ
か
り
と
支

え
て
援
助
し
て
い
く
こ
と
。
市
議
団
で
全
世

帯
を
対
象
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
市

内
の
労
働
組
合
や
各
団
体
に
も
意
見
や
要
望

を
お
聞
き
し
て
ま
と
め
た
来
年
の
予
算
要
望

を
引
き
続
き
検
討
し
、
市
民
要
望
の
実
現
に

向
け
た
予
算
編
成
を
強
く
求
め
る
。
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渡
辺
真
千
（
日
本
共
産
党
）

《
学
校
で
の
感
染
症
対
策
と

 

豊
か
な
学
び
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
で
も
少
人
数
学
級
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書
が
９
月
議
会
に
て
全
会
一
致

で
可
決
、
ま
た
少
人
数
学
級
化
を
求
め
る
全

国
の
署
名
が
15
万
人
分
を
超
え
て
い
る
こ
と

を
ど
う
考
え
る
か
。
そ
し
て
市
独
自
で
35
人

以
下
学
級
を
実
施
し
て
、
教
室
の
「
密
」
を

解
消
し
よ
う
と
す
る
考
え
は
。

●
答
弁
　
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
学
校
生
活

に
お
け
る
不
安
感
も
高
ま
っ
て
い
る
中
、
少

人
数
で
の
指
導
が
感
染
防
止
へ
の
安
心
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
35
人
学
級
の
実
現

は
、
継
続
性
を
担
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
独
自
の
財
源
で
実
施

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

●
要
望　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
は

必
須
だ
が
、
少
人
数
学
級
で
こ
そ
生
か
さ
れ

る
と
考
え
る
。
財
政
状
況
が
厳
し
い
と
い
う

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
教

育
分
野
に
は
し
っ
か
り
と
予
算
を
つ
け
て
、

35
人
学
級
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
早
急
に
手

だ
て
を
打
つ
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
学
校
給
食
に
つ
い
て
》

●
質
問　
い
つ
、
中
学
校
全
員
給
食
が
実
施

さ
れ
る
の
か
。調
理
場
を
検
討
す
る
際
に
は
、

審
議
会
や
担
当
部
署
の
設
置
を
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
給
食
事
業
に
お
い
て
、
地
域

産
業
に
寄
与
で
き
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る

と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

●
市
長
　
大
き
な
事
業
で
あ
る
た
め
、
慎
重

を
期
し
て
お
り
、
現
在
準
備
段
階
で
あ
る
。

し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。
協
議
会

や
担
当
部
署
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
所
管
す

る
教
育
委
員
会
事
務
局
と
検
討
し
て
い
き

た
い
。
地
域
経
済
の
活
性
化
の
観
点
か
ら
、

農
産
物
を
中
心
と
し
た
地
産
地
消
の
推
進

に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
の
自
立
性
を
高
め

る
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
。

●
要
望　

調
理
場
建
設
は
、
地
産
地
消
を

進
め
る
た
め
に
少
量
の
食
材
を
学
校
ご
と

に
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
自
校
方
式
を

提
案
す
る
。
学
校
に
調
理
場
が
あ
れ
ば
、

災
害
対
策
や
地
域
経
済
の
発
展
に
も
つ
な

が
る
。
調
理
場
で
働
く
職
員
を
直
接
雇
用

す
る
こ
と
で
市
内
の
雇
用
創
出
に
も
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
自
校
、
直
営
の
調
理
場

で
豊
か
な
給
食
を
提
供
で
き
る
給
食
事
業

の
推
進
を
要
望
す
る
。

《
公
園
の
あ
り
方
と

 
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
が
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
公
共
施
設
の
う

ち
「
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
」
も
の
の
ト
ッ

プ
が
「
公
園
」
で
あ
っ
た
。
既
存
の
公
園

に
つ
い
て
、
年
代
の
要
望
に
応
じ
た
特
色

あ
る
公
園
と
し
て
再
整
備
で
き
な
い
の
か
。

●
答
弁
　
そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
で
ど
の
よ
う

な
世
代
の
方
の
利
用
が
多
い
か
、
ど
の
よ

う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
各
公
園

の
利
用
状
況
を
把
握
す
る
中
で
、
近
隣
に

お
住
ま
い
の
方
々
や
地
元
自
治
会
等
か
ら

意
見
や
要
望
を
い
た
だ
き
、
周
辺
環
境
を

考
慮
し
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
に
利
用
で

き
る
公
園
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
た

い
。

●
要
望　

子
ど
も
が
元
気
に
遊
ん
で
、
高

齢
者
も
生
き
生
き
と
交
流
し
合
い
、
人
と

人
が
つ
な
が
り
合
え
る
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
に
も
、「
公
園
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
位
置
づ
け
、
既
存
の
都
市
公
園
を

そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
に
応
じ
た
特
色
あ
る
公

園
と
し
て
整
備
し
直
す
こ
と
を
要
望
す
る
。

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、令
和
２
年
第
４
回

定
例
会
の
報
告
で
す
。主
に
11
名
の
議
員
が
行
っ

た
一
般
質
問
の
内
容
及
び
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、

民
生
産
業
常
任
委
員
会
の
審
査
内
容
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

第
４
回
定
例
会
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

第
３
波
が
押
し
寄
せ
る
中
、コ
ロ
ナ
に
関
す
る
議

案
や
質
問
が
多
く
出
さ
れ
、審
議
さ
れ
ま
し
た
。市

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、国
、府
、市
が
発

出
す
る
情
報
や
要
請
等
に
基
づ
き
、万
全
の
感
染

症
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

定
例
会
の
様
子
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
羽

曳
野
市
議
会
の
タ
ブ
を
ク
リ
ッ
ク
し
、メ
ニ
ュ
ー
か

ら
羽
曳
野
市
議
会
録
画
映
像
配
信
を
選
ん
で
い
た

だ
く
と
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。そ
の
他
に
も
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
委
員
一
同
、わ
か
り
や
す
い「
市
議

会
だ
よ
り
」の
編
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
意
見
、ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
3
年
第
1
回
定
例
会
日
程

　
第
1
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す

る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら
で
す
。

2
月
26
日
㈮
　
本
会
議

　
　
　
　
　
　（
提
案
説
明
・
施
政
方
針
表
明
）

3
月
4
日
㈭
　
本
会
議
（
施
政
方
針
代
表
質
疑
）

3
月
10
日
㈬
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

3
月
11
日
㈭
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

3
月
15
日
㈪
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）
予
備
日

3
月
16
日
㈫
　
本
会
議
（
議
案
審
議
）

3
月
18
日
㈭
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

3
月
22
日
㈪
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
予
備
日

3
月
23
日
㈫
　
民
生
産
業
常
任
委
員
会

3
月
24
日
㈬
　
民
生
産
業
常
任
委
員
会
予
備
日

3
月
25
日
㈭
　
建
設
企
業
常
任
委
員
会

3
月
30
日
㈫
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
等
の
都
合
に
よ
り

一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

   

総
務
文
教
常
任
委
員
会

   

委
員
長
　
金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け

た
１
件
の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
令
和
２
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
12
号
）】

　
国
や
府
と
緊
密
に
連
携
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
、
健
康
、
命
を
守

る
施
策
の
実
施
や
、
当
市
独
自
の
市
民
生
活
を

応
援
す
る
施
策
の
延
長
等
、
主
に
新
型
コ
ロ
ナ

に
関
連
す
る
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
感
染
症

対
策
と
し
て
国
や
府
の
支
出
金
を
追
加
計
上

し
、
市
民
の
感
染
防
止
や
健
康
を
促
進
す
る
補

正
予
算
で
あ
る
と
し
て
、
全
員
一
致
で
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
民
生
産
業
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
樽
井
佳
代
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け

た
２
件
の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
土
砂
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　
既
に
府
内
21
自
治
体
で
条
例
が
制
定
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

土
砂
埋
立
て
等
の
適
正
化
を
図
り
、
災
害
の
防

止
及
び
生
活
環
境
保
全
に
資
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
特
段
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、

全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

【
子
ど
も
に
対
す
る
医
療
費
の
助
成
に
係
る
対

象
年
齢
の
拡
充
等
に
伴
う
福
祉
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
】

　
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
及
び
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
に
お
け
る
入
院
時
食

事
療
養
費
の
助
成
見
直
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

助
成
廃
止
の
影
響
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
も
の

の
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
で
の
対
象
年
齢

が
15
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
拡
充
さ
れ

た
こ
と
は
評
価
で
き
る
と
し
、
特
に
問
題
と
な

る
点
は
な
く
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

民
生
産
業
常
任
委
員
会

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
広
瀬　
公
代　
　
　
竹
本　
真
琴

　
外
園　
康
裕　
　
　
花
川　
雅
昭

　
渡
辺　
真
千　
　
　
上
薮　
弘
治

　
黒
川　
　
実


